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まちが好き　共に生きて　笑顔あふれる　やまつりまち

11
広報

【Health information】（p12~13)

児童虐待は社会全体でかかわり、
解決すべき問題です

【まちの財政公表します】(p6~10)

令和２年度一般会計決算　他

【地域おこし協力隊活動日誌VOL49】 (p18~19)

Main presenter　影山隊員

【巻頭記事】(p2~3)

やまつりこども園秋季運動会

【行政NAVI】 (p17)

犬・猫の正しい飼い方を
知っていますか？

報



やまつりこども園秋季運動会
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や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
秋
季
運
動

会
が
、令
和
３
年
10
月
２
日
（
土
）

午
前
８
時
15
分
か
ら
や
ま
つ
り
こ

ど
も
園
園
庭
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ

な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
た

幼
児
教
育
部
（
３
〜
５
歳
）
の
園

児
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

元
気
い
っ
ぱ
い
な
姿
で
入
場
し
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
の
紅
白
応
援
合
戦
の

の
ち
、
第
１
種
目
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

体
操
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー

ト
し
、
学
年
別
の
種
目
「
よ
ー
い

ど
ん
！
」
や
リ
ズ
ム
種
目
の
「
勇

気
１
０
０
％ 

」「
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン

チ
」「
感
謝
・
カ
ン
ゲ
キ
・
雨
嵐
」、

３
歳
児
に
よ
る
「
お
お
き
く
な
っ

た
ら
な
に
に
な
る
の
か
な
？
」、

４
歳
児
に
よ
る
「
ち
び
っ
こ
Ｊ

リ
ー
ガ
ー
」、５
歳
児
に
よ
る
「
紅

白
リ
レ
ー
」
な
ど
全
11
種
目
を
行

い
、
各
種
目
に
お
い
て
園
児
た
ち

の
笑
い
声
や
保
護
者
の
方
の
歓
声

が
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
園
庭
を
包

み
ま
し
た
。

１．勇気１００％（４歳児・リズム）／２．年長組よー
いどん！（５歳児・個人）／３．フルーツポンチ（３歳児・
リズム）

４．目指せ金メダル！（５
歳児・個人）／５．感謝・
カンゲキ・雨嵐（５歳児・
リズム）／６．おおきく
なったらなにになるのか
な？（３歳児・個人）

７．ちびっこＪリーガー（４歳児・個人）／８．紅白リレー（５
歳児・団体）／９．閉会式でおわりのことばを述べる２名の
児童

３

２

１

８ ９

７

５ ６

４



5 4

　

今
大
会
で
33
回
目
と
な
る
市
町
村
対
抗
福

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅

伝
）。
今
年
で
32
回
目
の
エ
ン
ト
リ
ー
と
な

る
矢
祭
チ
ー
ム
の
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
・
実
行

委
員
は
、
11
月
21
日
（
日
）
の
大
会
本
番
に

向
け
て
学
校
や
仕
事
の
後
に
集
ま
り
、
矢
祭

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ロ
ー
ド
な
ど
で
厳
し

い
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
中
学
生
選
手
が
多
く
、

今
回
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
選
手
が
刺
激
と

な
り
、
良
い
競
争
関
係
が
生
ま
れ
、
ベ
テ
ラ

ン
の
一
般
選
手
た
ち
も
な
か
な
か
練
習
に
は

参
加
で
き
な
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統

や
先
輩
選
手
た
ち
の
想
い
を
後
輩
選
手
に
う

ま
く
伝
え
、
チ
ー
ム
を
活
気
づ
け
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
十
分
に
徹
底
し
た
上
で
、
２

年
ぶ
り
に
白
河
市
と
福
島
市
を
結
ぶ
16
区
間

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
年
の
９
区
間
か
ら
16

区
間
と
な
っ
た
コ
ー
ス
を
20
人
で
挑
み
ま

す
。

　

今
年
も
目
指
す
は
町
の
部
入
賞
。
故
郷
の

誇
り
と
チ
ー
ム
の
伝
統
を
胸
に
、
県
庁
へ
の

道
を
全
力
で
駆
け
抜
け
、
１
本
の
襷
を
つ
な

ぎ
ま
す

つないだ襷で

　未来を変える
ふ
く
し
ま
駅
伝
矢
祭
町
チ
ー
ム
紹
介

県
庁
ま
で
の
16
区
間
を
走
り
抜
く

令和 3年 11 月 21 日（日）午前 7時 40 分　 しらかわカタールスポーツパーク　スタート

1 区 4.0㎞ 2 区 8.2㎞ 3 区 5.8㎞ 4 区 7.3㎞

5 区 6.4㎞ 1区 4.0㎞6 区 8.3㎞ 7 区 5.4㎞ 8 区 4.1㎞

9 区 3.0㎞ 10区9.3㎞ 11区3.9㎞ 12区7.0㎞

13区4.8㎞ 16区8.4㎞14区5.7㎞ 15区3.4㎞

Start
しらかわカ
タールスポ
ーツパーク

サンフレッ
シュ白河前

泉崎さつき
公園前

矢吹町役場
前

鳥見山陸上
競技場

須賀川市役
所内

ゼノアック
日本全薬工
業㈱前

郡山総合体
育館前

郡山北工業
高校内

こどものも
り公園前

㈱白岩屋商
店前

㈱イイジマ
前

二本松市役
所内

安達支所内 松陵中学校
前

福島大学
入口

Goal
福島県庁前

高橋竜一
矢祭町役場

鈴木薫
矢祭町役場

金子一則
東海村立東海病院

鈴木修宏
白河消防本部

山下知也
矢祭中学校教諭

藤井丈一郎
藤井工業

藤田剛志
矢祭町役場

檜山侑那
学法石川高校３年

本多悠夢
日大東北高校３年

緑川侑真
白河高校１年

本多涼介
矢祭中学校３年

篠田日向
石川義塾中学校３年

石井洸次郎
矢祭中学校２年

本田真仁
矢祭中学校２年

近内彩花
矢祭中学校２年

本多由羅
学法石川高校１年

鈴木佑歩
矢祭中学校１年

鈴木圭佑
矢祭中学校１年

金澤良樹
矢祭中学校２年

菊池竜馬
国士館大学３年
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指標名

矢祭町の比率
早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準令和2年度 令和元年度

実  質  赤  字  比  率 － － 15.00 20.00

連結実質赤字比率 － － 20.00 30.00

実 質 公 債 費 比 率 1.6 1.2 25.00 35.00

将  来  負  担  比  率 － － 350.00

会計名
矢祭町の比率

経営健全化基準
令和2年度 令和元年度

水   道   事   業   特   別   会   計 － － 20.00

農業集落排水処理事業特別会計 － － 20.00

工場団地造成事業特別会計 － － 20.00

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 － － 20.00

２年度健全化判断比率等の公表

◆上記２つの表のとおり、本町の各指標はいずれも国の基準を下回っております。
　また、令和 2年度指標は令和元年度指標を維持しており、引き続き財政状況　
は健全に運営されているものと判断できます。

　

町
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
５
月
と
11
月
に
広
報
に
て
公
表
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
２
年
度
健
全
化
判
断
比
率
と
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
指
標
は
令
和
元
年
度
指
標
を
維
持

令
和
３
年
度
一
般
会
計
上
半
期

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
９
月
末
ま
で
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。

■
歳
出
は
、
農
林
水
産
業
費
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
米
の
流
通
が
滞
り
、
米
価

下
落
に
よ
り
主
食
米
生
産
者
に
一
部

を
助
成
す
る
米
価
対
策
事
業
補
助
金

６
０
０
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
商

工
費
に
お
い
て
、
消
費
低
迷
及
び
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
収
へ
の
対
策
と
し

て
、
町
内
商
業
の
活
性
化
や
消
費
者

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
業
務
委
託

９
，
２
２
４
万
１
千
円
、
消
防
費
に

お
い
て
、
令
和
元
年
度
台
風
19
号
の

教
訓
か
ら
、
各
地
区
に
防
災
倉
庫
を

設
置
す
る
地
区
防
災
倉
庫
設
置
委
託

業
務
１
，
０
６
５
万
２
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
費
に
お
い

て
、
都
市
部
の
子
ど
も
た
ち
と
矢
祭

の
子
ど
も
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
交
流
す
る
ニ
ュ
ー
テ
ィ
ー
チ

補
正
予
算
第
２
号
（
７
月
専
決
）

補
正
予
算
額
３
１
８
万
５
千
円

歳入
58億
2,100 万円

町税
7億 7,100 万円
13％

地方交付税
18 億 3,200 万円

32％

国県支出金
17億 4,100 万円
30％

繰入金
3,100 万円
1％

町債
4億 3,400 万円

7％

その他
2億 9,100 万円

5％

地方譲与税等
2億 3,400 万円

4％

繰越金
4億 8,700 万円

8％

歳出
53億

3,200 万円

物件費
7億 6,100 万円
14％

補助費
12 億 9,700 万円

24％

人件費
7億 400 万円
13％

積立金
2億 500 万円
4％

普通建設事業費
7億 ,700 万円

13％

扶助費
3億 5,000 万円

7％

繰出金
2億 7,900 万円

5％

公債費
4億 8,600 万円

9％

維持補修・災害復旧費
5億 2,200 万円

10％

補
正
予
算
第
１
号
（
６
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額
１
億
７
，
７
７
５
万
５
千
円

補
正
予
算
第
３
号
（
９
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額
２
億
４
，
５
７
７
万
２
千
円

令和２年度

貸付
2,100 万円

ャ
ー
事
業
企
画
委
託
料
４
６
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

■
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
負
担
金
１
，
３
８
１
万

円
２
千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
９
，
３
８
５
万
円
６
千
円

を
計
上
し
た
ほ
か
、
県
支
出
金
に
お

い
て
、
国
民
健
康
保
険
基
盤
安
定
負

担
金
１
７
３
万
７
千
円
を
増
額
、
財

源
確
保
の
た
め
繰
入
金
と
し
て
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
４
，
０
０
０
万

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

■
歳
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

接
種
体
制
確
保
事
業
と
し
て
、
集
団

接
種
と
平
行
し
て
行
わ
れ
る
個
別
予

防
接
種
委
託
料
１
８
２
万
２
千
円
や
、

集
団
接
種
会
場
で
使
用
す
る
備
品
購

入
費
40
万
円
、
土
木
費
に
お
い
て
、

子
育
て
世
帯
定
住
支
援
助
成
金
80
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
歳
入
は
、国
庫
支
出
金
に
お
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
負
担
金
１
８
２
万
円
1
千

円
を
増
額
し
た
ほ
か
、
県
支
出
金
に

お
い
て
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
機
能
充
実
事
業
補
助
金

７
万
１
千
円
、
来
て
ふ
く
し
ま
住
宅

取
得
支
援
事
業
補
助
金
80
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

総
務
費
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
業
績
不

振
の
た
め
一
般
社
団
法
人
矢
祭
振

興
公
社
へ
の
指
定
管
理
委
託
料
１
，

８
０
０
万
円
、
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
立
金
５
，
５
０
０
万
円
、
減
債
基

金
へ
の
積
立
金
１
億
２
，
０
０
０
万

円
、
土
地
家
屋
台
帳
の
デ
ー
タ
化
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
行
う
土
地
家
屋

台
帳
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託

料
６
５
４
万
５
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
ま
た
教
育
費
に
お
い
て
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
で
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
操
作
方
法
を
指
導
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
に
用
い

る
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業
負
担
金

２
８
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
小

中
学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
タ
ブ

レ
ッ
ト
不
足
分
を
購
入
す
る
備
品
購

入
費
４
９
５
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

■
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
負
担
金
６
３
４
万
２
千

円
を
増
額
し
た
ほ
か
、
令
和
２

年
度
か
ら
の
繰
越
金
２
億
４
，

４
５
９
万
7
千
円
、
加
害
工
事
の

補
償
費
等
の
雑
入
６
３
９
万
１
千
円

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

■
歳
出
は
、
議
会
費
に
お
い
て
、
議

会
開
会
中
の
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
に
乗
せ
、
録
画
配
信
す
る

議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料

５
２
７
万
９
千
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、

1％
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支出 収入

義務的経費

食費等の生活費
【人件費】

475,263 円
（13.2％）

自主財源

給料
【町民税・使用料など】

643,850 円
（17.9％）

医療費・学費
【扶助費】

236,134 円
（6.6％）

貯金の取崩し
【繰入金】

19,041 円
（0.5％）

ローン返済
【公債費】

328,170 円
（9.1％）

前年度から持っていたお金
【繰越金】

301,463 円
（8.4％）

投資的経費
家や車庫の建築
【建設事業費】

477,078 円
（13.3％）

貯金利子など
【雑入等】

157,323 円
（4.4％）

その他の経費

光熱水費・通信費
【物件費】

513,541 円
（14.3％）

依存財源

親などからの援助
【地方交付税・
国県補助金など】

2,209,656 円
（61.4％）

町内会費・寄附金
【補助費等】

875,522 円
（24.3％）

銀行などからの借入
【町債】

268,668 円
（7.4％）

家や車の補修費
【維持補修費・災害復旧費】

353,580 円
（9.8％）

※イメージしやすいように町の経費を置き換えています。
（金額下は構成比）

子どもへの仕送り
【繰出金】

188,396 円
（5.2％）

貯金など
【積立金・貸付金】

152,317 円
（4.2％）

支出合計
3,600,000 円
（100％） 収入合計

3,600,000 円
（100％）

会計名 歳入 歳出 事業内容

国民健康保険特別会計 6億3,225万6千円 5億8074万9千円 国保世帯数▶ 824 世帯　被保険者数▶1,319人　

工場団地造成事業特別会計 264万円 218 万 4千円
造成地の草刈等維持経費等
第１工業団地調整池フェンス改修工事

宅地造成事業特別会計 679万8千円 579 万 1千円 総区画数▶274区画　▶分譲済区画数233区画

農業集落排水処理事業特別会計 2,944万6千円 2,899万円 排水人口▶410 人　排水区域面積▶0.57㎢

介 護 保 険 特 別 会 計 6億2,299万4千円 5億2,925万1千円
要介護認定者数▶ 302 人　
在宅介護サービス利用者数▶ 2,173 人／ 12 か月　
施設介護サービス利用者数▶ 1,037 人／ 12 か月

後期高齢者医療保険特別会計 1億5,081万5千円 1億5,059万2千円 被保険者数▶ 1,149 人

霊 園 事 業 特 別 会 計 155万3千円 83万4千円 総区画数▶ 40区画　貸出中区画数▶ 28区画

水  道  事  業  会  計
収益的収入 資本的支出 給水世帯数▶ 1,943 件　人口▶ 5,146 人　

給水普及率▶ 92.9％1億5,875万9千円 1億 2,001万 2千円

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
令和２年 令和３年

一般行政
部　　門

議　　会 1 1 0
総　　務 1 2 1 2 0
税　　務 3 4 1 異動による増
民　　生 1 0 1 0 0
衛　　生 5 5 0
農林水産 5 5 0
商　　工 1 1 0
土　　木 3 4 1 新採用による増
小　　計 4 0 4 2 2

特別行政
部　　門

教　　育 1 3 1 5 2 新採用による増

小　　計 1 3 1 5 2

公営企業等
会計部門

水　　道 1 1 0

下  水  道 0 0 0

そ  の  他 3 3 0

小　　計 4 4 0

合　　計
57

［75］
61

［75］
4

［0］

25年 26年 27年 28年 29年 30年 令和元年 令和２年 令和３年

一般行政 職員数 50 49 52 54 51 55 52 53 57

公営企業等 職員数 9 9 8 8 8 6 5 4 4

計 職員数 59 58 60 62 59 61 57 57 61

分限処分 懲戒処分

休職 降任 免職 戒告 減給 停職 免職

ー ー ー ー ー ー ー

１週間の勤務時間 38時間45分

執　 務　 時　 間 午前8時 30分～午後5時 15分

休　 憩　 時　 間 正午～午後1時

勤務条件の状況

指定された職員のみ
下記の窓口交替勤務あり

朝▶午前7時 30分～午前8時 30分
昼▶正午～午後1時
夕▶午後5時 15分～午後6時 45分

■職員の分限及び懲戒処分の状況（令和３年度）

町の財政（令和２年度一般会計決算）を
年収３６０万円家庭の家計簿に置き換えると

令和２年度特別会計決算
■みなさんの生活に直結した事業を特別会計・企業会計で行っています

■部門別職員数の状況と主な増減理由（令和３年 4月 1日現在）

職員の任免及び職員数に関する状況



矢
祭
中
学
校
「
並
木
丘
祭
（
文
化
祭
）」・

「
並
木
丘
杯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

　

令
和
３
年
10
月
８
日（
金
）

に
開
催
さ
れ
た
矢
祭
中
学
校

「
並
木
丘
杯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
体
育

館
及
び
校
庭
に
て
「
ピ
ン
ポ

ン
玉
リ
レ
ー
」、「
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
大
会
」、「
く
じ
引
き
競

走
」「
全
員
リ
レ
ー
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
16
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
た
矢
祭
中
学
校

「
並
木
丘
祭
（
文
化
祭
）」
で

は
、第
Ⅰ
部
学
習
発
表
会（
ピ

ア
ノ
連
弾
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演

奏
、
青
空
ク
ラ
ブ
に
よ
る
読

み
聞
か
せ
）、
第
Ⅱ
部
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
（
各
ク
ラ
ス
ご

と
）、第
Ⅲ
部
有
志
発
表
（
全

２
組
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
と
同
様
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
規
模
縮
小

と
入
場
制
限
が
さ
れ
て
い
る

中
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、
各
ク
ラ
ス
が
一
丸
と

な
っ
て
同
じ
目
標
に
臨
む
姿

に
来
場
者
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

区分 受講者数
ふくしま自治研修センターの研修 1人
その他の研修 0人

計 1人

■職員の研修の状況（令和２年度）

区　　　分 給料月額等

給　　料
町　長 　　523,000円
副町長 　　523,000円
教育長 　　523,000円

報　　酬
議　長  日額 30,000円
副議長  日額 30,000円
議　員  日額 30,000円

期末手当
町　長 令和２年度支給割合

  ６月期　 1.525月
12月期　 1.525月

計 3.05月分
議長 ※平成 20 年度から町

議会議員は期末手当支
給なし

副町長 副議長
教育長 議員

■特別職の報酬等の状況（令和 3年 4月 1日現在）

令和元年度支給割合
期末手当 勤勉手当

6月 1.275月
2.5月

6月 0.95月
1.90月

12月 1.225月 12月 0.95月
加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5～ 15％

■期末手当・勤勉手当（令和２年度）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 11人 18.3％
2級 主任主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 21人 35.0％
3級 主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 6人 10.0％
4級 主任主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 7人 11.7％
5級 主幹・やまつりこども園副園長・農業委員会事務局長・学校給食センター所長 9人 15.0％
6級 課長・会計管理者・議会事務局長 6人 10.0％

合計 60人 100％

■一般行政職の級別職員数の状況（令和 3年 4月 1日現在）＊指導主事除く

区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 186,500 円 199,800 円
高校卒 153,900 円 163,800 円

■職員の初任給の状況（令和 3年 4月 1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 38.80歳 286,933円 345,797円

■職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和 3年 4月 1日現在）

区分 職員数
給与費

1人当たりの給与費
※参考

令和２年度の平均
1人当たりの給与費給料 職員手当 期   末   ・

勤勉手当 計

令和３年度 57人 2億 385万 2千円 4,217万 9千円 9,880万 8千円 3億 4,483万 9千円 605万円 602万 1千円

■職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 住民基本台帳人口
（令和２年度末） 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 ※参考

令和元年度の人件費率

令和２年度 令和3年 3月 31日現在
5,541人 53億 3,216万 9千円 3億 4,959万 7千円 7億 393万 9千円 13.20％ 11.08％

■人件費の状況（普通会計決算）

職員の給与の状況
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１．「ピンポン玉リレー」で慎重にゴールを目指す男子生徒／２．真剣にバスケットゴールを
狙う女子生徒／３．「全員リレー」で白熱した走りを見せる生徒たち／４．展示された生徒の
作品を見学する来場者／５．素晴らしい歌声が響き渡った「合唱コンクール」／６．有志発
表でダンスを披露する女子生徒たち／７．並木丘祭のラストを飾った男子生徒たちによる有
志発表

１

７

６

５

４

３

２

pickup topics



　

熱
、　

リ
ン
パ
節
の
腫
張
、
発
疹

　

が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
早
急
に

　

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
時
に
は
、
山
野
に
入
っ
た
こ

　

と
や
刺
し
口
が
あ
れ
ば
そ
の
こ
と

　

を
主
治
医
に
伝
え
ま
し
ょ
う

　

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９
（
通
話
料
無
料
）

　

子
育
て
の
こ
と
、
頼
れ
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
ご
自
身
が
出
産
や
子
育

て
に
悩
ん
だ
ら
。
子
育
て
に
悩
む
人

が
い
た
ら
。
こ
ち
ら
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
‐
１
８
９
‐
７
８
３

　
（
通
話
料
無
料
）
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児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
か
か
わ
り
、
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

【
身
体
的
虐
待
】

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落

と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な

ど
。

【
ネ
グ
レ
ク
ト
】

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与

え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い

病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て

行
か
な
い
な
ど
。

【
性
的
虐
待
】

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
子
ど

も
に
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な

ど
。

【
心
理
的
虐
待
】

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、無
視
、き
ょ

う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子

ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
振
る
う
（
面
前
D
V
）

な
ど
。

①
子
ど
も
の
気
持
ち
や
考
え
に
耳

　

を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
」
に

　

も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

③
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
よ
っ

　

て
も
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
て
身
の

　

周
り
の
環
境
を
整
え
て
み
ま
し

　

ょ
う
。

⑤
注
意
の
方
向
を
変
え
た
り
、
子

　

ど
も
の
や
る
気
に
働
き
か
け
て

　

み
ま
し
ょ
う
。

⑥
肯
定
文
で
わ
か
り
や
す
く
、
時

　

に
は
一
緒
に
、
お
手
本
に
。

⑦
良
い
こ
と
、
で
き
て
い
る
こ
と

　

を
具
体
的
に
褒
め
ま
し
ょ
う
。

①
子
育
て
を
し
て
い
る
と
ス
ト
レ

　

ス
が
溜
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

否
定
的
な
感
情
が
生
じ
た
と
き

　

は
、ま
ず
は
気
持
ち
に
気
づ
き
、

　

認
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
自
分
の
時
間
や
心
に
余
裕
が
な

　

い
と
き
は
、
深
呼
吸
し
て
気
持

　

ち
を
落
ち
着
け
た
り
、
ゆ
っ
く

　

り
５
秒
数
え
た
り
、
窓
を
開
け

　

て
風
に
あ
た
っ
て
気
分
転
換
し

　

ま
し
ょ
う
。

③
周
囲
の
力
を
借
り
る
と
解
決
す

　

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
勇
気
を

　

も
っ
て
S
O
S
を
出
す
こ
と

　

で
、
ま
だ
気
付
い
て
い
な
い
支

　

援
や
サ
ー
ビ
ス
に
出
会
え
た
り

　

し
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

子
ど
も
の
関
わ
り
方
に
お
け
る

工
夫
の
ポ
イ
ン
ト
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つ
つ
が
虫
病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

県
南
地
域
で
は
、
例
年
、
秋
〜
初
冬
に
患
者
発
生
が
ピ
ー
ク
で
す

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す
。
１
８
９
「
だ
れ
か
」
じ
ゃ
な
く
て
「
あ
な
た
」
か
ら

保
護
者
自
身
の

工
夫
の
ポ
イ
ン
ト

子どもや保護者のこんなサイン
見落としていませんか？

【子どもについて】
・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保
　護者の怒鳴り声がする
・不自然な傷や打撲のあとがある
・衣類やからだがいつも汚れてい
　る
・表情が乏しい、活気がない
・夜遅くまで１人で遊んでいる

【保護者について】
・地域などと交流がなく孤立して
　いる
・小さい子どもを家においたまま
　外出している
・子どもの養育に関して拒否的、
　無関心である
・子どものけがについて不自然な
説　明をする

あ
な
た
の
電
話
で
、

守
れ
る
命
が
あ
り
ま
す

　

病
原
体
（
つ
つ
が
虫
病
リ
ッ
チ

ケ
ア
）
を
保
有
す
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ

（
ダ
ニ
）
の
幼
虫
に
刺
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
経
皮
感
染
す
る
急
性

感
染
症
で
す
。

※
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
に
は
感
染
し
ま

　

せ
ん
。

■
潜
伏
期

　

刺
さ
れ
た
後
、
５
〜
14
日
前
後

■
症
状

　

発
熱
（
38
〜
40
度
）、
発
疹
（
発

　

熱
か
ら
約
３
〜
５
日
後
）、
刺
し

　

口
、
頭
痛
、
倦
怠
感
、
肝
機
能

　

障
害
、
リ
ン
パ
節
の
腫
張
な
ど

※
治
療
に
は
適
切
な
抗
菌
薬
の
投

　

与
が
必
要
で
す
。
治
療
が
遅
れ

　

る
と
命
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
る

　

た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く
医
療

　

機
関
（
内
科
、
皮
膚
科
な
ど
）

　

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

福
島
県
は
、
全
国
有
数
の
つ
つ

が
虫
病
の
多
発
地
域
で
あ
り
、
例

年
20
〜
30
名
の
患
者
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
県
南
保
健
所
で
は
、
昨

年
は
４
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、春
〜
初
夏
（
４
〜
６
月
）

と
秋
〜
初
冬
（
10
〜
12
月
）
に
患

者
発
生
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
県
内

の
様
々
な
地
域
で
患
者
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
山
、
草
地
に
入
る
場
合
や
農
作

　

業
を
行
う
場
合
は
、
長
袖
、
長

　

ズ
ボ
ン
、
ゴ
ム
長
靴
、
ゴ
ム
手

　

袋
を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
で

　

き
る
だ
け
少
な
く
し
ま
し
ょ

　

う
。

②
衣
類
を
草
地
に
置
い
た
り
、
草

　

地
に
座
っ
た
り
、寝
転
ん
だ
り
、

　

用
便
を
し
た
り
し
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

③
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
（
ツ
ツ
ガ
ム

　

シ
の
忌
避
を
効
能
と
し
て
認
め

　

て
い
る
も
の
）
を
使
用
し
ま
し

　

ょ
う
。

④
作
業
後
は
、
入
浴
や
シ
ャ
ワ
ー

　

な
ど
で
付
着
し
て
い
る
か
も
し

　

れ
な
い
ツ
ツ
ガ
ム
シ
を
洗
い
落

　

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
着
用
し
て
い
た
衣
類
は
着
替
え
、

　

そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
洗
濯
し
ま

　

し
ょ
う
。

⑥
屋
外
作
業
の
５
〜
14
日
に
発

つ
つ
が
虫
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

つ
つ
が
虫
病
の
症
状
は
？

つ
つ
が
虫
病
の

発
生
状
況
は
？

つ
つ
が
虫
の
予
防
方
法

▶刺し口の特徴

・皮膚の柔らかい隠れた

　部分に多い

・刺された部分がカサブ

　タに変化（刺し口は見

　つからないこともあり

　ます）



■
令
和
４
年
度
矢
祭
町
職
員
採
用
候
補
者
試
験

　ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
　①日本の国籍を有しない者
　②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくな
　　るまでの者
　③本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分日から２年を経過しない者
　④日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破
　　壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者
■試験の方法及び期日、時間　
　第１次試験　令和 3年 12月 5日（日）　受付時間午前 9時 30分～ 9時 50分
　　①教養試験（保健師）　午前 10時～正午
　　　職員として必要な一般知識及び知能について、択一式による筆記試験を行います。
　　②専門試験（保健師）　午後 1時～午後 2時 30 分　　　　　　　　　　　　　　　
　　　試験職種の職員として必要な専門知識及び知能について、択一式による筆記試験を
　　　行います。
　　③一般性格診断検査（保健師）　午後 2時 40 分～ 3時　　　　　　　　　　　　　　
　　職員として必要な資質を備えているかを性格の面からみる検査を行います。
　第２次試験

　　第１次試験合格者に対して、個別面接による試験を行います。
■試験会場
　第１次試験　矢祭町役場（矢祭町大字東舘字舘本 66番地）　
　　※新型コロナウイルス感染症の今後の拡大状況によっては、会場を分散し実施する可能性があります。

　第２次試験　第１次合格者に対して後日通知いたします。
■受験手続
　申込用紙の請求　申込用紙は、矢祭町役場で交付します。
　　※郵便により申込用紙を請求する場合は、封筒の表に「短大卒程度・資格免許職試験
　　  申込用紙請求」と朱書し、120 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角型２号）　
　　  を必ず同封してください。
　申込の方法　申込用紙に必要事項を記入して、矢祭町役場に提出してください。
　　※申込書を郵送する場合は 84円切手をはった自分宛の封筒を同封し、その表に「短
　　　大卒程度・資格免許職試験申込用紙請求」と朱書して送付してください。
■受付期間
　令和 3年 10月 4日（月）～同 11月 24日（水）まで（執務時間中に限ります。）
　　※郵便による申込書提出の場合は、11月 23 日（火）までの消印のあるものに限り受
　　　付けます。
■問い合わせ
　自立総務課総務グループ☎０２４７-４６- ３１３１

試験職種 保健師

採用予定者人数 若干名

受験資格
昭和 51 年 4月 2日以降に生まれた者。（学歴は問いません）
資格・免許を有する者又は令和 4年 3月（登録済み証明書発行時期）までに
取得見込の者。
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令
和
３
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
を
公
表
し
ま
す

　

令
和
３
年
５
月
27
日
に
実
施
し
た
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の
教
育

指
導
や
学
習
状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
調
査
対
象
は
、
小
学
６
年
生
（
教
科

▼
国
語
、
算
数
）
と
中
学
校
３
年
生
（
教

科
▼
国
語
、
数
学
）
で
す
。
本
調
査
に
よ

り
測
定
で
き
る
の
は
、
学
力
の
一
部
で
あ

り
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
一
側
面

の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、矢
祭
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

数
字
よ
る
結
果
の
公
表
を
控
え
て
お
り
ま

す
。

【
今
後
の
対
策
】

■
小
学
校

　

各
教
科
と
も
に
、
全
国
平
均
を
下
回
る

結
果
と
な
り
、「
国
語
・
算
数
」
の
２
教

科
に
お
い
て
、
特
に
「
思
考
・
判
断
・
表

現
」
に
課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
よ
り
、「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
育
む
学
習

活
動
を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
「
ま
と
め
・
振
り
返
り
」
の
場
を
設
定

し
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る
活
動
を
通

し
て
、
充
実
感
、
達
成
感
な
ど
の
学
び
の

手
応
え
を
感
じ
さ
せ
、
新
た
な
学
び
に
向

か
う
力
を
つ
け
さ
せ
る
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

■
中
学
校

　
「
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
を

図
る
問
題
の
正
答
率
が
高
く
、「
記
述
式
」

の
問
題
の
正
答
率
も
高
い
で
す
。
数
学
で

は
、「
数
学
的
な
技
能
」
の
正
答
率
は
高

い
で
す
が
、「
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
」

に
課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
全
体
的
に
県

や
全
国
の
平
均
と
同
等
以
上
の
結
果
で
あ

り
、
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
が
現
れ
て
い
ま

す
。
問
題
解
決
の
た
め
の
考
え
方
を
言
語

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、働
か
せ
た
「
見
方
・

考
え
方
」
を
顕
在
化
し
、「
深
い
学
び
」

の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
矢
祭
町

　

園
・
小
・
中
の
連
携
を
強
化
し
、
学
び

の
連
続
性
を
維
持
す
る
取
組
み
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
園
・
小
・
中
の
教
員
の
交

流
授
業
「
相
互
乗
り
入
れ
授
業
」
に
よ
り
、

町
全
体
の
共
通
認
識
の
も
と
、
学
び
の
連

続
性
や
一
貫
し
た
体
制
づ
く
り
を
構
築
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
町
講
師
、

町
支
援
員
の
人
員
配
置
に
よ
り
、
小
学
校

か
ら
の
学
習
習
慣
の
形
成
や
T
T
指
導

等
に
よ
る
個
に
応
じ
た
指
導
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
に
よ
る
１
人
１
台
端
末
の
整
備
を

実
現
し
ま
し
た
の
で
、「
個
別
最
適
な
学

び
」
を
目
指
し
て
、
授
業
改
善
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

「国語」・「算数」は、全国平均を下回っています

「数学」は、全国平均と同等の結果です
「国語」は、全国平均を上回っています

中学校

小学校

国 矢祭町県
国語 算数

国 矢祭町県
国語 算数
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奨
学
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

矢
祭
町
若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー

ト
事
業
「
奨
学
助
成
金
制
度
」
に
よ

り
、
町
内
の
学
生
の
勉
学
の
奨
励
と

学
力
向
上
を
図
る
た
め
高
田
基
金
を

利
用
し
て
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

大
学
等
へ
の
進
学
を
助
成
い
た
し
ま

す
。
令
和
３
年
４
月
に
大
学
等
へ
入

学
さ
れ
た
学
生
の
保
護
者
の
方
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
、
奨
学

助
成
金
と
し
て
20
万
円
を
支
給
い
た

し
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
交
付
申

請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
給
要
件

①
矢
祭
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上

　
　

居
住
す
る
者
で
あ
る
こ
と

　

②
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
額（
以

　
　

下
「
世
帯
所
得
」
と
い
う
）
が

　
　

５
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

　

③
世
帯
全
員
が
町
税
等
を
滞
納
し

　
　

て
い
な
い
こ
と

　

④
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学（
短

　
　

期
大
学
）
及
び
専
修
学
校
に
入

　
　

学
し
た
者

支
給
人
員

①
助
成
金
を
支
給
す
る
人
員
は
10

　
　

名
を
限
度
と
す
る
。

　

②
申
請
者
が
10
名
を
超
え
た
場
合

　
　

は
世
帯
所
得
の
低
い
順
か
ら
と

　
　

す
る
。

支
給
額

助
成
金
の
支
給
額
は
入
学
時
１
回

　

限
り
20
万
円
と
す
る
。

交
付
申
請

助
成
金
の
支
給
を
受
け
る
場
合
は
、

次
の
書
類
を
添
付
し
、
奨
学
助
成

　

金
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
入
学
後
６
か
月
を
経
過
し
た
以

　
　

降
の
在
学
証
明
書

●
世
帯
全
員
の
一
年
間
の
所
得
額

　
　

を
証
明
で
き
る
書
類

●
世
帯
全
員
の
納
税
証
明
書

＊
奨
学
助
成
金
交
付
申
請
書
は
、
教

育
委
員
会
（
中
央
公
民
館
内
）
に
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
も
っ
た
い
な
い

図
書
館
に
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
休

日
は
、そ
ち
ら
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
４
６
‐
４
５
８
０

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

令和３年度農道
入宝坂７号線舗装工事

令和３年
10月 12日

（3,187,800 円）
3,113,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

宝  坂  字
押舘地内

令和３年10月12日～
令和４年３月 31日

令和３年度茗荷浄水場
管理棟改修工事

令和３年
10月 14日

（8,761,500 円）
8,690,000 円

高沢工務店
代表　高沢　良一

茗  荷  字
上茗荷地内

令和３年10月14日～
令和４年２月 28日

令和３年度矢祭町障がい者
自立支援センター屋根塗装工事

令和３年
10月 14日

（2,277,000 円）
2,255,000 円

矢祭板金（株）
代表取締役　大塚　義勝

下関河内字
天神前地内

令和３年10月14日～
令和３年 12月 14日

入
札
結
果

※町が発注した、予定価格が１３０万円を超える工事の入札結果を公表します。

【
犬
の
正
し
い
飼
い
方
】

▼
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防

　

注
射
を
忘
れ
ず
に
行
い

　

ま
し
ょ
う
。

▼
散
歩
の
際
は
、
必
ず

　

リ
ー
ド
を
つ
け
、
フ
ン

は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

※
「
放
し
飼
い
」
は
県

　
　

条
例
で
禁
止
さ
れ
て

　
　

い
ま
す
。

▼
日
常
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防

　

ぐ
た
め
、
正
し
い
し
つ

　

け
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
猫
の
正
し
い
飼
い
方
】

▼
「
室
内
飼
い
」
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。（
交
通
事

　

故
・
迷
子
・
ふ
ん
尿
被

　

害
を
防
ぐ
た
め
）

▼
野
良
猫
に
餌
を
与
え
る

　

と
、
そ
の
方
は
管
理
者

　
（
飼
育
者
）
と
な
り
ま

　

す
。
管
理
者
は
ふ
ん
尿

　

の
始
末
や
不
妊
去
勢
手

　

術
な
ど
周
囲
に
迷
惑
が

　

か
か
ら
な
い
よ
う
責
任

　

を
も
っ
て
管
理
し
な
け

　

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
方
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

町
民
福
祉
課
生
活
環
境

グ
ル
ー
プ
☎
０
２
４
７
‐

４
６
‐
４
５
７
４

犬
・
猫
の
正
し
い
飼
い
方
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

16

飼
い
方
を

か
？

～婚活イベント情報～11月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

詳しい内容はQRコードま

たは矢祭町 HP「婚活イベ

ント」で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】
リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ project-y@silk.ocn.ne.jp
　　　　（E-mail でのご相談可）

「はぴ福なび」への登録案内
ふくしま結婚・子育て支援センターでは
登録者を募集中
・オンライン型結婚支援サービス（県が
導入したシステムで安心）
　価値観診断テストにより合致度が高い
お相手をご紹介
・登録会員限定のイベントやセミナーの
開催あり
・登録料１０，０００円（２年間）
・県内居住で２０歳以上の誠実な方
※詳しくは「はぴ福なび」で検索

矢祭「恋活宣言‼ 」矢祭町が応援

「おしゃべりカフェ」１１月１７日（水）（毎月第３水曜日）
　夕方６時～９時まで（参加無料）「リフレッシュふるさとランド」
　「綺麗になりたい？おいで‼」毎回大
　好評の「ジェルネイル」の無料体験を
　行っています。
　「スキンケア・メイク」等のアドバイ
　スも受けられます。外見を磨き、婚活
　プロデューサー中瀬先生との会話で内
　面もリフレッシュしてきれいになろう。（ご自分でのお手入　
　れ可能）DVDも鑑賞できます。（持ち込み可）
「結婚相談会」事前予約にて随時受付しております。結婚を考え
ている方やご家族様からのご相談をお待ちしております。
　（町内に限らず県外の方の相談も大歓迎）
　（メールでの相談も受付けております）
　※新型コロナウイルス感染症拡大に配慮し開催いたします。

イベント１（１２月５日（日）１３時３０分～）
対象▶２０～４０歳程度の旅行が好きな方（男女各５～７名）
参加費▶１，０００円
イベント２）（１０月３１日（日）１３時３０分～）
対象▶２０～４０歳程度の食べることが好きな方（男女各５～７名）
参加費▶１，０００円
　（婚活を考えている２０歳以上の方で男性は白河市・西白河郡・
　東白川郡内居住の方、女性の居住地は問いません）
申込方法▶「白河市HP」よりお申込みいただけます

「婚活＠オンライン」　申込締切日▶１１月２４日（水）

～　え　に　し　～
（５）

婚活応援キャンペーン
写真館で無料撮影
「はぴ福なび」の紹介状用写真を指定の写
真館が無料で撮影します。
期間▶令和３年１０月１日～
　　　令和４年３月３１日
対象▶期間中にご登録、登録料を納入さ
　　　れた方



地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.49
協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶

PROFILE
平本晴香【ひらもとはるか】
東京都出身。前職はグラフィックデ
ザイナー。趣味は絵を書くこと、読書、
音楽、おでかけ。担当業務は読書の
まちづくりコーディネーター。

　はじめまして、１０月から協力隊に着

任した平本晴香と申します。

　東京都稲城市出身で、美術大学を卒業

してから都内でグラフィックデザイナー

をしていました。ただ制作をするだけで

なく、教育に関わりながら働きたいと思っ

ていたところ、もったいない図書館での

読書のまちづくりコーディネーターの募

集を見つけ、すぐに応募しました。実際

に来てみて、とても穏やかな自然とあた

たかい町民の皆さんに囲まれているなあ、

と実感する毎日です。

　これからは、より親しみやすく訪れた

人にとって居心地のよい場づくりを、矢

祭町の皆さんと一緒にすすめていきたい

です。ゆくゆくは図書館を中心に町の内

外の人が繋がり、イベントやワークショッ

プを通じて、さまざまな交流ができるハ

ブのような場所にしたいな、と思ってい

ます。図書館への思いや声を積極的に聞

いて、取り入れていくつもりなので、い

つでもお気軽にお声がけください！

　普段は絵を描くことや読書、映画、音楽

などが趣味ですが、おでかけして美味し

いものを食べたり、服や雑貨を見ること

も大好きです。デザインだけでなく、も

のづくり全般や人に出会って新たなこと

にチャレンジすることも好きなので、機

会があれば久慈川で鮎釣りをしてみたい

です！他にもやってみたいこと、困った

ことがあればいつでも駆けつけますので、

これから何卒よろしくお願いいたします。

　

こ
ん
に
ち
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
山
で

す
。

　
『
勝
手
に
滝
川
渓
谷
パ
ト
ロ

ー
ル
』
と
は
、
誰
の
許
可
を
得

る
わ
け
で
も
、
誰
と
相
談
す
る

わ
け
で
も
な
く
、
私
が
勝
手
に

始
め
た
こ
と
な
の
で
こ
の
よ
う

に
呼
ん
で
い
ま
す
。
ゴ
ミ
拾
い

を
メ
イ
ン
に
、
万
が
一
遊
歩
道

に
何
ら
か
の
不
具
合
箇
所
が
あ

れ
ば
関
係
者
に
報
告
し
た
り
相

談
す
る
つ
も
り
で
や
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
率
先
し
て
（
滝
川
の

里
会
長
た
ち
が
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
）
渓
谷
遊
歩
道
の
整
備

に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

際
、
吹
き
溜
ま
り
や
淀
み
で
見

か
け
る
ゴ
ミ
が
気
に
な
り
、
機

会
を
改
め
て
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
は

取
り
除
け
ば
分
か
り
や
す
く
ス

ッ
キ
リ
す
る
の
で
す
が
、
厄
介

だ
っ
た
の
が
、
レ
ジ
袋
な
ど
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
で
、
こ
れ

ら
は
新
品
の
頃
と
違
っ
て
驚
く

ほ
ど
脆
い
の
で
す
。
土
や
枯
れ

葉
に
紛
れ
た
も
の
を
引
っ
張
り

出
そ
う
と
す
る
と
、
い
と
も
簡

単
に
千
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

問
題
が
頻
り
に
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
、
一
旦
自

然
の
中
に
放
置
さ
れ
る
と
、
紫

外
線
の
影
響
や
、
他
の
物
質
と

の
衝
突
を
繰
り
返
し
、
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
う
微
細

な
粒
子
と
な
っ
て
、
最
終
的
に

は
海
洋
全
体
に
広
が
る
、
そ
れ

が
問
題
な
の
で
す
。
そ
う
い
う

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
体
内
に
含
ん

だ
魚
を
我
々
人
間
が
食
べ
、
結

局
人
間
は
自
分
で
自
分
の
首
を

絞
め
て
い
る
の
で
す
。
当
然
、

地
球
環
境
の
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
そ
れ
以
上
に
も
っ
と
深
刻

な
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

私
は
矢
祭
に
移
住
し
自
然
に

近
い
環
境
で
生
活
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
こ
う
い
う
「
自
然
と

相
容
れ
な
い
人
工
物
」
に
対
し

て
、
心
地
の
悪
さ
を
敏
感
に
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
間
と
し
て
そ
れ
ら
を
全
て
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

便
利
さ
と
い
う
点
で
沢
山
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
の
は
事
実
で

す
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
い
っ
た

現
状
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
考
え
、
少
な
く
と
も
自
分

に
で
き
る
こ
と
だ
け
は
し
っ
か

り
行
動
に
移
し
て
や
っ
て
い
こ

う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

人
間
一
人
ひ
と
り
が
知
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
微
力
で
も
行
動

に
移
す
こ
と
が
結
局
は
現
状
を

変
え
て
い
く
大
き
な
力
に
な
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
『
勝
手
に
滝
川
渓
谷
パ
ト
ロ

ー
ル
』
の
よ
う
な
活
動
を
短
い

ス
パ
ン
で
定
期
的
に
行
え
る
の

は
協
力
隊
な
ら
で
は
だ
と
思
う

し
、た
と
え
小
さ
な
こ
と
で
も
、

矢
祭
の
為
に
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

PROFILE（左下）
近藤秋子【こんどうあきこ】
埼玉県松伏町出身。前職は鉄道
会社勤務。趣味は旅行、スキー、
映画、読書。

ROFILE（左上）
佐瀬和宏【させかずひろ】
千葉県東金市出身。前職は
農協職員。車中泊・旅が趣味。

ROFILE（右上）
影山陽一【かげやまよういち】
宮城県仙台市出身。前職はPCエ
ンジニア、ブライダル音響。

】
鉄道
キー、

ROFILE（左上）
佐瀬和宏【させかずひろ】
千葉県東金市出身。前職は
農協職員。車中泊・旅が趣味。

ROFILE（右上）
影山陽一【かげやまよういち】
宮城県仙台市出身。前職はPCエ
ンジニア、ブライダル音響。

▶毎回 20L のゴミ袋 1～ 2個分のゴミを回収しました

PROFILE（右下）
井上恵【いのうえめぐみ】
福岡県出身。前職はWEBデザイ
ナー。趣味は旅行、歩くこと。

普段使いの食器はどんな文化資源？

　毎日のように使う器は、気軽に使えて、使い勝手の良いものが多く選ばれ
ていることでしょう。重々しく考えて選ばれるものではなく、何の気なしに
無意識に使われることもよくあります。ちょっとセンスに自信があって、格
好の良いお洒落なライフスタイルを好むひとたちには、デザイン性の優れた
ものに囲まれた生活が望まれることでしょう。しかし器物に限らず、生活の

道具はその時代の商品としての様々な条件に制限されているものであり、
技術的時代性や社会的傾向としての流行性などに大きく影響されて生活環
境が作られます。
　商品の時代性から距離をとって古物を選ぶことができますし、独特で個
性的な芸術的器物をあえて使い、自身の個性的世界を演出することもでき
ます。人類が使い始めた道具としての器を、博物館のようにすべて通観し
て、私たちはどんな風にそれを眺めることになるのでしょうか。そこに好
き嫌いや、より根底的な良し悪しを求めることになるのでしょうか。

18

PROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆき】
静岡県浜松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞とお茶が
趣味。担当業務は町文化財振興。

PROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆ
静岡県浜松市出身。前職
用品店経営。音楽鑑賞と
趣味。担当業務は町文化

19

令和３年１０月１日付着任の新たな隊員をご紹介します

親しみやすく居心地のよい場づくりを目指します



20

■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリー
Wi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料
提供、地域情報の案内、もったいない文
庫の取り扱いも行っています。
　待ち時間やお買い物の途中など、お気
軽にお立ち寄りください。

■「買ってくっぺ便」のご相談承り中
　買い物の注文・配達サービスを行って
おります。生活用品、お菓子、調味料な
ど一品からでも注文OK！
　詳細等については、下記をご覧いただ
くか『まちの駅やまつり』にお問い合わ
せください。

ＨＰ

Facebook

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す『町
民のための町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
　①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
　②電話（平日：9時～ 16 時）・FAX・メールで注文する
　③まちの駅職員が地元商店から代わりに購入
　④商品を受け取る（平日：9時～ 11 時までのご注文は
　　14 時～ 16 時にお届け。17 時までは、まちの駅での
　　受け取りも可能）

【問い合わせ】
　まちの駅やまつり
　☎：0247-57-5659
　FAX：0247-57-5660
　mail：kattekuppe@yahoo.co.jpp

　今月のおすすめは、でんぱたの「ブルーベリー羊羹
」と「矢祭米」です。
　でんぱたで採れたブルーベリーは福島県独自の放射
性物質対策をクリアしており、贈り物にもピッタリな
商品となっております。矢祭米は、２キロと５キロか
らお選びいただけます。ご注文お待ちしております。

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

と
ろ
ろ
め
し
我
が
身
浸
み
入
る
人

ひ
と
な
さ
け情

世
直
し
の
話
賑
ぎ
わ
う
街
の
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

微そ
よ
か
ぜ風

に
毬い

が

抜
け
出
で
し
栗
坊
主

稲は

ざ架
に
掛か

く
穂
先
の
音
の
重
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

間
引
菜
を
食
べ
て
老
の
身
力
湧
く

里
芋
や
親
は
子
の
手
を
離
さ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

白
壁
の
家
紋
彩い

ろ

さ
す
冬
夕
焼

引
き
出
せ
ぬ
記
憶
も
ど
か
し
散
落
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

■フリースペースの利用者を募集しています

　「まちの駅やまつり」のフリースペースは、
店外を含め展示や講座等、どなたでも自由に
ご利用いただけます。販売を伴う場合は制限
がありますので詳しくは、まちの駅にお問い
合わせください。
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短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
十
月
詠
草

秋
海
棠
は
松
の
木
陰
に
ひ
っ
そ
り
と

風
に
揺
ら
れ
て
な
お
美
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

道
端
に
輝
き
咲
け
る
女
郎
花

台
風
一
過
の
秋
晴
れ
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

秋
立
ち
て
し
づ
も
る
月
の
白
萩
に

は
か
な
き
露
の
光
り
留
め
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

小
春
日
に
旅
立
ち
た
り
し
短う

た歌
仲
間

教
え
を
胸
に
冥
福
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

陽
と
水
の
自
然
な
恵
み
限
り
無
く

受
け
た
稲
穂
は
頭
を
垂
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

大
い
な
る
自
然
の
摂
理
に
従
い
て

燕
は
迷
わ
ず
南
方
へ
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

𠮷
民

扇
風
機
を
片
寄
せ
ス
ト
ー
ブ
し
つ
ら
え
て

晩
秋
の
冷
気
夫
と
親
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

昨
夜
来
の
雨
も
上
が
り
て
大
気
澄
み

さ
わ
や
か
な
り
し
高
き
青
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江
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県大会で優秀賞に輝く
▶第４３回少年の主張福島県大会（WEB開催）優秀賞受賞報告

　１０月２２日（金）、第４３回少年の主張福島県
大会（WEB開催）において県内全域１０，８７９
点の応募の中から９月２４日（金）に行われた最終
審査を経て、優秀賞に入選した星輝さん（矢祭中学
校３年生）が来町し、佐川町長に受賞の報告をしま
した。

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　１０月１４日（木）、町役場町長室において若鮎
チャレンジサポート激励金交付式が行われました。
ロボット競技において寺島響樹さん（塙工業高校２
年生）、水泳競技において本多成舟さん（白河実業
高校２年生）及び森本将太さん（白河実業高校１年
生）に激励金が交付されました。

全国・東北の舞台で躍動
▶若鮎チャレンジサポート事業激励金交付式

　１０月８日（金）、町役場町長室において鈴木義
伯さんと妻のテルさんが来庁し、昨年４月に町議会
議員として昭和５９年から５期２０年に渡り、町政
発展に貢献したことを讃え、安達県南地方振興局長
より伝達された「旭日単光章」を記念し、１００万
円を寄付しました。

まちの発展を願う
▶鈴木義伯さんより１００万円の寄付

安心・安全なまちづくり
▶防犯協会３支部合同防犯パレード

　１０月８日（金）、矢祭町防犯協会東舘支部・石
井支部・矢祭支部の合同による防犯パレードが実施
されました。パレードは矢祭中学校から矢祭小学校
までのルートで進み、矢祭小学校鼓笛隊の演奏とと
もに町、防犯協会３支部、棚倉警察署関係者が防犯
意識の向上を呼びかけました。

　１０月２０日（水）、令和３年度高齢者町長慰問
が行われました。町長が各地域の民生委員や社会福
祉協議会の職員とともに７５歳以上１人暮らし高齢
者、寝たきりの高齢者、９０歳以上となった高齢者
を対象に２６３軒の高齢者宅を訪れ、慰問金を手渡
しました。

　１０月１７日（日）、ホテル福島グリーンパレス
にて令和３年度第６０回記念福島県芸術祭主催行
事、公益財団法人福島県文化振興財団助成事業とし
て開催された第６９回福島県短歌祭において戸塚在
住の齊藤𠮷民さんが福島県歌人会会長賞に入選しま
した。

末永くお元気でいてください
▶高齢者町長慰問

齊藤𠮷民さんが福島県歌人会長賞に入選
▶第６９回福島県短歌祭福島県歌人会会長賞入選

白熱した戦いを展開
▶第８回市町村対抗福島県ソフトボール大会

　１０月２３日（土）、相馬光陽ソフトボール場で
開催された第８回市町村対抗福島県ソフトボール大
会に矢祭チーム（代表・監督・コーチ２人、選手
２５人）が出場し、１回戦で会津美里町と対戦。チー
ム一丸となって白熱した戦いを展開しましたが惜し
くも敗れました。



やまつり
議会議会だよりだより №158

2021.11.5

第５回定例会
９月１３日～１７日

令
和
２
年
度
全
会
計
決
算
を
認
定
！

　

９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
13
日
か
ら
17
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が

行
わ
れ
、
続
い
て
会
計
管
理
者
、
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
、
鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
意

見
書
の
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
発
議
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
、
３
日
目
は
一
般
質
問
で
、
議
員
８
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
日
目

は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
５

日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
、
令
和
２
年
度
水
道

事
業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
が
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
２
件
、
専
決
処
分
報
告
１
件
、
条
例

の
一
部
改
正
３
件
、
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
１
件
、
令
和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
８
件
、
人
事
案
件
２
件
の

合
計
26
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
契
約
の
締
結
１
件
、
議
員
提
出
案
件
の

意
見
書
１
件
が
提
案
さ
れ
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
決
算
審
査
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
２
３

３
条
第
２
項
及
び
同
法
第
２
４

１
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、

町
長
よ
り
審
査
に
付
さ
れ
た
令

和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会
計
外

７
特
別
会
計
の
決
算
並
び
に
諸

帳
簿
、
証
書
類
及
び
各
基
金
の

運
用
状
況
に
つ
い
て
、鈴
木
邦
美
、

鈴
木
一
監
査
委
員
が
、
去
る
８

月
６
日
及
び
10
日
か
ら
12
日
ま

で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
決
算

資
料
あ
る
い
は
毎
月
行
っ
て
い

る
例
月
出
納
検
査
の
資
料
を
参

考
に
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
関

係
者
の
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎

重
に
審
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
各

会
計
と
も
計
数
等
に
誤
り
は
な

く
、
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
本
決
算
は
適
正
な

る
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

基
金
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
従
っ
て
適
切
に
且
つ

効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
７
月
26
日
、
地

方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
町
長
よ
り
審

査
に
付
さ
れ
た
令
和
２
年
度
矢

祭
町
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
決
算
報
告
書
、
財
務

諸
表
、
事
業
報
告
書
、
付
属
書

類
あ
る
い
は
毎
月
行
っ
て
い
る

例
月
出
納
検
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
関
係

者
の
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎
重

に
審
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
計
数

等
は
正
確
で
あ
り
、
事
業
の
経

営
成
績
及
び
財
政
状
態
は
適
正

に
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
は
５
８
億
２
，

０
８
７
万
６
，
８
４
３
円
と

な
り
、
予
算
現
額
に
対
し

て
３
億
４
，
４
９
２
万
２
，

１
５
７
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
歳
出
決
算
額
は

５
３
億
３
，
２
１
６
万
９
，

３
０
２
円
と
な
り
、
予
算

現

額

に

対

し

て

８
億

３
，

３
６
２
万
９
，
６
９
８
円

の
不
用
額
が
生
じ
、
こ
の

内
４
億
８,

０
７
８
万
４
，

６
０
０
円
が
繰
越
費
と
な
っ

て
お
り
、
実
質
的
な
不
用
額

は
３
億
５
，
２
８
４
万
５
，

０
９
８
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
自
主
財
源
の

町
税
は
、
令
和
２
年
度
末
現
在

に
お
い
て
４
，
３
７
４
万
５
，

１
１
９
円
の
収
入
未
済
額
（
滞

納
額
）
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
と
比
較
す
る
と
収
納
率

が
０
・
１
％
低
下
し
て
い
る
の

で
、
初
期
段
階
で
の
迅
速
な
対

応
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
し

て
、
新
た
な
未
収
金
の
発
生
を

防
ぐ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

収
支
の
状
況
は
、
本
年
度

の
実
質
収
支
額
は
３
億
４
，

９
５
９
万
７
，
９
４
１
円
で
、

前
年
度
の
実
質
収
支
額
を
差
し

引
き
ま
す
と
単
年
度
収
支
額
は

７
，
６
９
９
万
３
千
円
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
に
基
金
積
立
金

２
億
０
，
４
６
２
万
８
千
円
を

加
え
、
基
金
取
り
崩
し
額
２
，

０
２
６
万
円
を
差
し
引
き
ま
す

と
、
実
質
単
年
度
収
支
額
は

２
億
６
，
１
３
６
万
１
千
円
の

黒
字
と
な
り
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
の
令
和
２
年

度
の
積
立
額
は
１
２
５
万
３
千

円
、
取
り
崩
し
額
は
０
円
で
す

の
で
、
令
和
２
年
度
末
現
在
高

は
１
５
億
３
，
８
６
７
万
２
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

町
債
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
発
行
額
は
４
億
３
，

４
４
１
万
２
千
円
で
、
償
還
額

が
４
億
７
，
１
７
３
万
４
千
円

で
あ
り
、
令
和
２
年
度
末
残
高

は
５
１
億
７
，
２
５
１
万
３
千

円
と
な
り
、
前
年
度
末
よ
り
も

３
，
７
３
２
万
２
千
円
の
減
額

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

国
保
税
の
収
入
未
済
額
（
滞

納
額
）
は
、
昨
年
度
よ
り
４
，

３
８
５
万
４
，
１
９
５
円
減

額
と
な
り
４
，
４
９
４
万
１
，

２
５
６
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
国
保
事
業
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
上
か
ら
も
、
未
収
入
額

の
徴
収
に
は
、
な
お
一
層
の
努

力
を
願
い
ま
す
。
そ
の
他
６
特

別
会
計
は
、
一
部
の
会
計
に
お

い
て
、収
入
未
済
額
（
滞
納
額
）

が
生
じ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
事

業
運
営
の
重
要
な
財
源
で
あ

り
、
負
担
の
公
平
性
及
び
受
益

者
負
担
の
原
則
の
観
点
か
ら
も

滞
納
整
理
は
重
要
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
基
金
に
つ
い
て
は
目

的
に
従
い
、
確
実
か
つ
効
率
的

に
運
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
律
に
基
づ
き
市
町
村
で

は
、
毎
年
度
決
算
の
た
び
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町

の
決
算
で
は
、
実
質
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
と
も
に
黒
字
で
赤

字
額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
は
健
全
化
判
断
基
準
を

大
き
く
下
回
り
良
好
な
財
政
の

健
全
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
２
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
審
査
に
つ
い
て
も
適
正

に
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

営
業
収
益
は
７
，
３
２
８
万

１
，
１
６
０
円
で
、
営
業
費

用
が
１
億
０
，
４
０
５
万
２
，

０
６
４
円
と
な
り
、
営
業
面
に

お
い
て
は
３
，
０
７
７
万
０
，

９
０
４
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
営
業
外
収
益
で

一
般
会
計
補
助
金
、
長
期
前

受
金
戻
入
、
雑
収
入
の
合
計

５
，
５
８
３
万
３
，
６
７
８
円

を
加
え
、
支
払
利
息
及
び
企

業
債
取
扱
諸
費
８
１
７
万
２
，

３
３
９
円
を
差
し
引
く
と
、

１
，
６
８
９
万
０
，
４
３
５

円
の
経
常
利
益
と
な
っ
て
お

り
、
当
年
度
純
利
益
は
１
，

６
８
１
万
０
，
８
７
５
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
使
用
料
の
未
収
金
（
滞

納
額
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

と
比
較
し
１
５
万
７
，
９
０
５

円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年

度
同
様
、
努
力
さ
れ
た
こ
と
が

伺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
公
平
性
及
び
受
益
者
負
担

の
原
則
の
観
点
、
ま
た
、
水
道

事
業
の
中
で
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
今
後
も
未
収
金
（
滞

納
額
）
の
回
収
に
は
、
更
な
る

努
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

企
業
債
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
末
残
高
は
６
億
３
，

１
３
７
万
５
，
９
９
５
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
本
来
の
目
的
で
あ
り

ま
す
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
推

進
す
る
た
め
、
中
長
期
的
か
つ

経
営
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、

業
務
運
営
の
推
進
を
図
り
経
営

改
善
に
資
す
る
よ
う
、
な
お
一

層
の
努
力
を
要
望
し
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
要
旨
）

　
　
　

矢
祭
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

鈴　

木　

邦　

美

　
　
　

矢
祭
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

鈴　

木　
　
　

一

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
（
認
定

第
１
号
）

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
認
定
第
２
号
）

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
（
認
定
第
３
号
）

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
認
定
第
４
号
）

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
（
認
定
第
５

号
）

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
認
定
第
６
号
）

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定（
認
定
第
７
号
）

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
認
定
第
８
号
）

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
認
定
（
認
定
第
９
号
）

　

認
定
第
１
号
か
ら
認
定
第
８

号
は
、
去
る
８
月
６
日
及
び
10

日
か
ら
12
日
ま
で
の
４
日
間
、

認
定
第
９
号
は
、
去
る
７
月
26

2425

財
政
健
全
化
判
断
比
率

決算審議の様子

特

別

会

計

一

般

会

計

決

算

認

定

報　
　
　

告

水
道
事
業
会
計



　

歳
入
に
お
け
る
前
年
度
繰
越

金
の
減
、
歳
出
に
お
け
る
普
通

旅
費
、
消
耗
品
費
の
減
が
主
な

補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
72
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
前
年
度
繰
越

金
の
増
、
歳
出
に
お
け
る
予
備

費
の
増
が
主
な
補
正
の
内
容
で

す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
73
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
介
護
給
付
費

負
担
金
、地
域
支
援
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
交
付

金
、
前
年
度
繰
越
金
の
増
、
歳

出
に
お
け
る
介
護
給
付
費
準
備

基
金
積
立
金
、
一
般
会
計
繰
出

金
、
予
備
費
の
増
が
主
な
補
正

の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
74
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
普
通
徴
収
保

険
料
の
増
、特
別
徴
収
保
険
料
、

前
年
度
繰
越
金
の
減
、
歳
出
に

お
け
る
負
担
金
、
補
助
及
び
交

付
金
、
予
備
費
の
減
が
主
な
補

正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
75
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
前
年
度
繰
越

金
の
増
、
歳
出
に
お
け
る
予
備

費
の
増
が
主
な
補
正
の
内
容
で

す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
76

号
）

　

収
益
的
収
入
に
お
け
る
営
業

外
収
益
の
公
有
建
物
災
害
共
済

金
の
増
、
収
益
的
支
出
に
お
け

る
営
業
費
用
の
舟
見
調
整
池
水

位
計
修
繕
費
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納

シ
ス
テ
ム
導
入
作
業
委
託
料
等

の
増
、
茗
荷
浄
水
場
ろ
過
砂
撤

去
作
業
手
数
料
の
減
が
主
な
補

正
の
内
容
で
す
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
77
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
、
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
（
諮
問
第
２
号
）

　

福
島
地
方
法
務
局
長
よ
り
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
依
頼
が

あ
っ
た
た
め
、
人
権
擁
護
委
員

法
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
、
推
薦
す
る
こ

と
が
適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。

◎
令
和
３
年
度
橋
梁
災
害
復
旧

事
業
高
地
原
仮
橋
撤
去
工
事
請

負
契
約
の
締
結（
議
案
第
78
号
）

　

令
和
３
年
９
月
７
日
、
指
名

競
争
入
札
に
付
し
た
「
令
和
３

年
度
橋
梁
災
害
復
旧
事
業
高
地

原
仮
橋
撤
去
工
事
」に
つ
い
て
、

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１

項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
策
定（
議
案
第
68
号
）

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

創
設
に
伴
い
、
令
和
３
年
度
か

ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
同

法
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 　 般 　 会 　 計 4,960,940 245,772 5,206,712

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 619,483 21,894 641,377

工 場 団 地 造 成 事 業 1,542 △ 84 1,458

農業集落排水処理事業 31,211 356 31,567

介 護 保 険 542,761 87,995 630,756

後期高齢者医療保険 143,026 △ 2,751 140,275

霊 園 事 業 2,904 557 3,461

水道事業会計
（収益的収入） 143,702 1,278 144,980

（収益的支出） 142,772 1,278 144,050

令和３年度各会計別予算補正状況（議案第69号～76号）
（単位：円）

※任期は令和 3年 10 月 1 日から
　令和 7年 9月 30 日まで

矢
祭
町
教
育
委
員
会
委
員
に

佐　

川　

幸　

信　

氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

陳　

野　

勝　

美　

氏

2627

日
に
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

ま
し
た
の
で
、
監
査
委
員
の
意

見
を
付
し
て
議
会
の
認
定
に
付

す
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
７
号　

令
和
３
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
64
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
や

む
を
得
ず
専
決
処
分
を
し
た
の

で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

◎
矢
祭
町
復
興
産
業
集
積
区
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
議
案
第
65
号
）

　

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
の
改
正
に
伴
い
、
課
税
の

特
例
措
置
の
対
象
地
域
を
特
定

復
興
産
業
集
積
区
域
に
限
定
し

た
う
え
で
、
適
用
期
間
を
延
長

す
る
と
と
も
に
、
対
象
外
と
な

る
区
域
に
お
け
る
経
過
措
置
を

設
け
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
66
号
）

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
等
の
再
交
付
手
数
料
に
関
す

る
規
定
が
不
要
と
な
る
た
め
、

当
該
規
定
を
削
除
す
る
も
の
で

す
。

◎
矢
祭
町
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
の
給
付
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
67
号
）

　

福
島
県
重
度
心
身
障
が
い
者

支
援
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
の

改
正
に
伴
い
、
所
得
限
度
基
準

額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
69
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
減
収
補
て
ん

特
例
交
付
金
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
負

担
金
、
検
診
結
果
の
利
活
用
に

向
け
た
情
報
標
準
化
整
備
事
業

補
助
金
、
障
が
い
者
自
立
支
援

費
等
負
担
金
、前
年
度
繰
越
金
、

令
和
２
年
度
農
地
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業
補
助
金
の
増
、

矢
祭
町
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

の
減
、
歳
出
に
お
け
る
議
会
中

継
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料
、
減

債
基
金
積
立
金
、
障
が
い
者
自

立
支
援
費
国
県
支
出
金
等
返
還

金
、道
路
等
維
持
工
事
費
の
増
、

東
白
衛
生
組
合
負
担
金
、
や
ま

つ
り
元
気
祭
補
助
金
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
委
託
料
の
減
が
主

な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
70
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
一
般
会
計
繰

入
金
、
前
年
度
繰
越
金
の
増
、

歳
出
に
お
け
る
一
般
管
理
費
、

保
健
事
業
費
、
予
備
費
の
増
が

主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
71
号
）

契　
　
　

約

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
（
報
告
第
４
号
）

　

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
悪
化
し
た

団
体
に
対
し
て
早
期
に
健
全
化

を
促
す
た
め
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率

と
し
て
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
４

つ
の
指
標
と
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
が
、
平
成
19
年
度
決

算
よ
り
議
会
へ
の
報
告
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
同
法

第
３
条
第
１
項
及
び
第
22
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
監
査
委

員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
に
報

告
す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
継
続
費
精
算
報
告
書
（
報
告

第
５
号
）

　

令
和
元
年
度
に
継
続
費
を
設

定
し
た
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
修
繕

工
事
及
び
同
工
事
に
伴
う
監
理

委
託
に
つ
い
て
の
継
続
費
精
算

報
告
書
を
地
方
自
治
法
施
行
令

第
１
４
５
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
に
報
告
す
る
も
の
で
す
。

人

事

案

件

そ　

の　

他

報　

　

告

条　

　

例

　 基 金 名 　 令和２年度末現在高

矢 祭 町 財 政 調 整 基 金 1,538,672,792

矢 祭 町 土 地 開 発 基 金 99,903,243

矢 祭 町 減 債 基 金 549,836,317

矢祭町２１・ふるさと人づくり基金 94,241,572

矢祭町ふるさとづくり基金 12,005,702

矢 祭 町 地 域 振 興 基 金 63,866

矢 祭 町 福 祉 基 金 465,608,126

矢祭町ふるさと水と土保全基金 10,394,920

矢祭町地域産業振興基金 300,373,431

矢 祭 町 学 校 基 金 15,544,968

矢 祭 町 髙 田 基 金 103,539,177

矢祭もったいない図書館基金 1,138,423

矢祭町公共施設等整備基金 500,086,148

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 12,519,000
合　　　　　計 3,703,927,685

令和３年度各会計別予算補正状況（専決第７号）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （単位：千円）　

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 4,957,755 3,185 4,960,940

令和２年度　基金別決算状況
（単位：円）

専

決

処

分

補

正

予

算



が
で
き
る
体
制
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。さ
ら
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
家
庭
へ
の
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
の
貸
出
し
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　

子
供
た
ち
の
安
全
安
心
の

た
め
に
今
後
の
矢
祭
町
の
教
育
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
で
考
え
て

い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

　
　

教
育
課
長

　

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
対
応
で
混
乱
が
生
じ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
学
校

現
場
と
連
絡
調
整
を
密
に
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い

る
。
次
に
、
千
葉
県
八
街
市
の

事
故
を
受
け
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
中
学
校
生
徒
の
協
力
を
得

て
、
速
や
か
に
危
険
か
所
の
洗

い
出
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、

今
後
も
関
係
部
局
と
協
力
し
な

が
ら
、
子
供
た
ち
の
安
全
な
通

学
路
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
が
ゆ
と
り

を
持
っ
て
生
活
す
る
た
め
に

は
、
先
生
方
も
ゆ
と
り
を
持
っ

て
子
供
た
ち
に
接
す
る
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
は
先
生
た
ち
の
ゆ
と
り

を
生
む
意
味
で
も
意
義
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

小
さ
く
て
も
輝
く
町
、
合

併
し
な
い
宣
言
を
し
て
注
目
さ

れ
て
き
た
が
、
そ
の
輝
き
を
も

う
一
度
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
、
町
民
全
体
で
検
討
す
る
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
町
中
心
街
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
山
間
地

を
衰
退
さ
せ
な
い
町
づ
く
り
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

本
町
は
面
積
の
８
割
が
山
間

部
で
、
農
山
間
地
の
振
興
が
中

心
地
の
に
ぎ
わ
い
を
活
性
化
す

る
と
い
う
こ
と
も
、
今
後
大
事

な
視
点
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。
ま
た
、今
後
は
関
係
人
口
、

交
流
人
口
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
等
の
方
々
と
と
も
に
町
づ
く

り
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
町

の
振
興
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

ま
ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

向
上
事
業
の
経
過
と
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｓ
Ｖ
開
発

機
構
と
契
約
し
、
こ
の
取
組
み

と
し
て
関
係
人
口
と
の
関
わ
り

を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
課
題
の

発
掘
、
解
決
が
で
き
る
人
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
、
場
づ
く
り

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
今
年
度
は
、
企
業
と
連
携

し
て
ふ
る
さ
と
体
験
や
料
理
体

験
等
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
考

え
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
中
止
と
し
て
い
る
。

　
　

地
元
の
関
わ
り
方
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

協
力
隊
員
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
料
理
体
験
に
つ
い
て
は
町

内
の
女
性
の
方
に
協
力
い
た
だ

き
、
矢
祭
町
で
日
常
食
べ
て
い

る
よ
う
な
料
理
を
お
も
て
な
し

と
い
う
形
で
首
都
圏
の
方
に
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
矢
祭
町
の
食
材
を
首
都
圏

に
販
路
拡
大
し
て
い
く
た
め

に
、
ラ
イ
ブ
配
信
を
活
用
し
な

が
ら
、
矢
祭
町
の
畑
と
消
費
者

を
結
び
、
野
菜
が
注
文
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
作
れ
な
い
か
も
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

委
託
業
者
の
募
集
期
間
が

短
か
っ
た
が
、
受
託
し
た
業
者

は
適
材
適
所
だ
っ
た
と
考
え
て

よ
ろ
し
い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
企
画

書
を
見
て
、
事
業
を
任
せ
る
こ

と
が
妥
当
と
判
断
し
て
契
約
を

し
て
い
る
。

　
　

事
業
に
対
す
る
町
長
の
関

わ
り
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

町
の
発
展
を
考
え
て
い
く
に

は
、
ど
う
い
っ
た
事
業
が
合
っ

て
い
る
か
を
具
現
化
し
な
が

ら
、
事
業
課
に
指
示
を
出
し
な

が
ら
進
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　

矢
祭
町
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
は
、
ど
う
い
っ
た
位

置
付
け
で
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

こ
の
計
画
は
、
過
疎
地
域
の

持
続
的
発
展
に
関
す
る
特
別
措

置
法
が
制
定
さ
れ
、
過
疎
か
ら

の
脱
却
の
た
め
の
基
本
的
な
計

画
な
の
で
、
６
次
計
画
と
併
せ

な
が
ら
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
意

見
を
聞
い
て
、
過
疎
地
域
の
技

術
促
進
、
特
別
措
置
と
い
う
も

の
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

集
会
所
は
定
期
健
診
、
納

税
の
相
談
、
高
齢
者
の
活
動
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

と
思
う
。
維
持
の
再
検
討
も
出

て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
後

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

人
口
減
少
の
中
で
、
行
政
の

効
率
化
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
健
診
は
１

か
所
、
納
税
申
告
も
各
地
域
で

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ま

た
、
選
挙
投
票
所
の
削
減
も
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

山
間
地
域
を
衰
退
さ
せ
な

い
た
め
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

行
政
の
効
率
化
な
ど
も
あ

り
、
検
診
や
税
の
申
告
相
談
を

集
約
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
そ

う
い
っ
た
中
で
も
町
民
の
方
か

ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
各
地
区
の
集
会
所
に

つ
い
て
も
、
地
元
住
民
の
皆
様

か
ら
活
用
方
法
等
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
移
住
者
支

援
事
業
と
し
て
、
住
民
が
役
場

職
員
と
一
緒
に
広
報
活
動
な
ど

を
行
っ
て
は
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

　
　

町
長

　

住
民
の
方
に
も
販
売
を

手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
行
事
等
も

町
民
以
外
に
も
発
信
し
な
が

ら
、
支
援
事
業
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

投
票
所
削
減
を
決
定
し
て

進
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
場
所

◎「
新
し
い
提
案
」実
行
委
員
会

責
任
者　

安
里
長
従
様
と
全
国

青
年
司
法
書
士
協
議
会　

会
長

阿
部
健
太
郎
様
よ
り
次
の
陳
情

が
あ
り
ま
し
た
。

○
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止

と
、普
天
間
基
地
の
沖
縄
県
外
・

国
外
移
転
に
つ
い
て
国
民
的
議

論
を
行
い
、
憲
法
に
基
づ
き
公

正
か
つ
民
主
的
に
解
決
す
る
べ

き
と
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
陳
情

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
（
発

議
第
４
号
）

　

可
決
し
た
意
見
書
を
政
府
行

政
機
関
に
対
し
送
付
し
ま
し

た
。

　
　

東
白
川
郡
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

集
団
接
種
に
つ
い
て
は
、
塙

町
が
８
月
、
棚
倉
町
、
矢
祭
町
、

鮫
川
村
が
９
月
に
終
了
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
個
別

接
種
は
、郡
内
の
医
療
機
関
で
、

棚
倉
町
、
塙
町
が
９
月
か
ら
、

矢
祭
町
、
鮫
川
村
が
10
月
か
ら

実
施
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

自
宅
療
養
で
、
医
者
に
診

て
も
ら
え
ず
に
亡
く
な
ら
れ
た

と
い
う
不
幸
な
事
例
が
起
こ
っ

て
い
る
。
自
宅
療
養
者
の
状
況

は
把
握
し
て
い
る
の
か
、
深
刻

な
状
況
に
な
ら
な
い
た
め
の
手

立
て
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

自
宅
療
養
者
の
感
染
防
止
対

策
、
必
要
な
医
療
の
提
供
に
つ

い
て
は
、
保
健
所
で
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
健
所

で
は
最
低
１
日
１
回
は
健
康
状

態
を
確
認
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
　

町
民
の
健
康
把
握
の
た
め

の
定
期
検
診
の
人
数
は
、
昨
年

と
比
較
し
て
ど
う
か
。
ま
た
、

次
年
度
以
降
の
受
診
率
の
向
上

の
た
め
の
対
応
、
改
善
点
は
あ

る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

特
定
健
康
診
査
の
検
査
人

数
は
、
昨
年
よ
り
37
人
多
く
、

受
診
率
は
４
％
ア
ッ
プ
の
55
・

７
％
で
あ
る
。
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
ま
だ
途
中
だ
が
、
昨
年

よ
り
多
く
な
る
予
定
で
あ
る
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

し
て
２
年
目
で
、
コ
ロ
ナ
や
熱

中
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
実
施

し
、
検
診
率
も
向
上
し
た
の
で

特
に
大
き
な
課
題
は
な
か
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
支
援
策

に
つ
い
て
、
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
で
、国
民
、

町
民
全
て
が
苦
し
い
思
い
、
厳

し
い
思
い
を
し
て
い
る
。
宿
泊

業
、
飲
食
業
等
も
か
つ
て
な
い

経
験
で
、
国
の
コ
ロ
ナ
対
策
も

厳
し
い
と
思
う
が
、
生
活
の
支

援
策
は
大
事
な
こ
と
な
の
で
、

行
政
と
し
て
も
し
っ
か
り
対
応

し
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

国
か
ら
の
支
援
で
町
並
び
に

社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
も
の
と
し

て
、
緊
急
の
小
口
資
金
、
特
例

支
援
金
が
11
月
末
日
ま
で
延
長

と
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
が
窓
口
で
11
月

末
日
ま
で
延
長
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
伴
う
傷
病
手
当
金
の
支

給
は
、
12
月
末
日
ま
で
延
長
に

な
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　
　

東
白
川
郡
の
小
中
学
校
の

夏
休
み
が
、
他
の
地
域
よ
り
も

短
く
な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
を

伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

夏
休
み
期
間
短
縮
は
平
成
31

年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領

に
よ
り
、
外
国
語
学
習
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
実
施
す
る

た
め
の
時
間
確
保
が
必
要
と
い

う
こ
と
を
受
け
て
検
討
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
全
国

一
律
で
生
じ
た
課
題
で
あ
っ
た

が
、
各
教
育
委
員
会
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
、
平
日
の
授
業
時

間
の
増
な
ど
の
方
法
で
対
応
す

る
自
治
体
も
あ
っ
た
が
、
東
白

川
郡
に
お
い
て
は
夏
休
み
の
短

縮
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
の

子
供
た
ち
へ
の
支
援
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

町
で
は
、
８
月
26
日
に
小
中

学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
贈
呈

し
、
本
格
的
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
が
ス
タ
ー
ト
し
た

状
況
で
あ
る
。
こ
の
た
め
の
支

援
策
と
し
て
、
各
種
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
操
作
に
関
す
る
先
生
た
ち

の
疑
問
解
消
等
の
た
め
の
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
や
モ
デ

ル
授
業
、
モ
デ
ル
研
修
の
提
供

2829

質
問　

町
づ
く
り
の
基
本
方
向

に
つ
い
て

問問

答問

問

答

質
問　

安
心
安
全
で
ゆ
と
り

あ
る
学
校
教
育
に
つ
い
て

答

大森泰幸議員

健
康
福
祉
・
教
育
・
一

般
・
防
災
・
土
木
行
政

質
問　

町
民
の
健
康
を
守
り
、

命
を
救
う
行
政
に
つ
い
て

問 答

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
14
日
と
15
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

８
議
員
が
登
壇
し
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し

た
。

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

陳　
　
　

情

請　

願
・
陳　

情

意　

見　

書

答

答答 問

問 問

答

答

問

問答

問

答

答 答

問答

答

問

問答 問

答 問問



に
よ
っ
て
は
利
便
性
が
悪
く
な

る
た
め
、
こ
う
し
た
ら
い
い
と

い
う
よ
う
な
住
民
の
要
望
を
聞

い
て
い
た
だ
き
た
い
。
投
票
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
考
え

は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
時
点
で
新
た
な
対
策
等
を

講
じ
る
考
え
は
持
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
新
た
な
投
票
所

で
の
事
務
は
、
次
期
衆
議
院
議

員
総
選
挙
か
ら
実
施
を
考
え
て

お
り
、
そ
の
投
票
結
果
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
対
策
の
必
要
性
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

第
一
次
避
難
所
と
し
て
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
が
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
も
し
田
川
の
水
害

が
あ
っ
た
場
合
は
第
二
次
避
難

所
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
こ
の
第
一
避
難
所
の

位
置
付
け
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
で
は
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
、
矢
祭
小
学
校
及
び
中
学

校
体
育
館
、
体
育
セ
ン
タ
ー
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
一
次
避

難
所
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

久
慈
川
の
浸
水
想
定
区
域
も
考

慮
し
な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
て

開
設
場
所
を
決
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

第
一
次
避
難
所
を
開
設
す

る
場
合
は
、
町
長
が
判
断
す
る

と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
伺

う
。

　
　

町
長

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
り
、

町
民
各
自
が
防
災
・
減
災
に
対

す
る
意
識
を
持
っ
て
、
自
分
の

周
り
の
環
境
を
し
っ
か
り
捉
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
避
難
所
の

開
設
は
、
災
害
の
状
況
に
よ
り

担
当
課
と
判
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　

台
風
19
号
に
よ
る
災
害
復

旧
工
事
は
完
了
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

災
害
査
定
を
受
け
た
農
林
土

木
復
旧
工
事
は
、
高
地
原
橋
復

旧
工
事
を
除
い
て
完
了
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
単
独
工
事
も
今

年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。

　
　

年
次
計
画
の
中
で
、
実
施

困
難
な
事
業
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

昨
年
度
は
災
害
復
旧
工
事
が

集
中
し
た
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
の
不
足
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
他
町
村
で
は
引
き
続
き

災
害
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
、
技
術
者
や
作
業
員
等
の
人

員
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

矢
祭
山
公
園
は
、
奇
岩
怪

石
と
松
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美

し
く
、
東
北
の
耶
馬
渓
と
評
さ

れ
て
い
る
が
、
近
年
、
松
が
繁

茂
し
岩
肌
が
隠
れ
、
魅
力
が
半

減
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
矢
祭

山
の
地
形
は
伐
採
が
難
し
い
と

思
う
が
、
伐
採
可
能
と
思
わ
れ

る
場
所
も
存
在
す
る
と
感
じ
て

い
る
の
で
、
で
き
る
限
り
の
景

観
伐
採
を
施
せ
な
い
も
の
か
伺

う
。

　
　

町
長

　

技
術
的
に
も
難
し
い
面
が
あ

る
と
思
う
が
、
い
ろ
い
ろ
検
討

し
な
が
ら
で
き
る
範
囲
の
除
伐

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ツ

ツ
ジ
の
植
栽
等
の
公
園
整
備
や

遊
歩
道
の
整
備
も
で
き
る
範
囲

で
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

観
光
地
矢
祭
山
を
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
町
の
産
業
、
産
品
を
Ｐ
Ｒ
・

販
売
し
て
、
町
の
魅
力
を
発
信

で
き
る
中
核
的
施
設
が
あ
っ
て

も
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
生
産

者
や
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
、
ユ
ー
パ

ル
矢
祭
と
の
連
携
や
民
間
資
本

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
構
想
を

具
現
化
す
る
た
め
に
、
早
い
段

階
で
計
画
の
検
討
を
す
べ
き
と

思
っ
て
い
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

第
６
次
総
合
計
画
の
中
で
、

道
の
駅
の
構
想
も
あ
げ
て
お

り
、
防
災
拠
点
と
し
て
も
整
備

す
れ
ば
国
の
支
援
も
大
き
い
よ

う
な
の
で
、
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
は

あ
る
。
ま
た
、
町
の
活
性
化
に

は
農
業
も
大
事
な
の
で
、
農
産

物
の
Ｐ
Ｒ
も
し
っ
か
り
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
町
の
発

信
力
が
あ
ま
り
大
き
く
な
い
と

感
じ
て
い
る
。
今
、
道
の
駅
は

ど
こ
に
で
も
あ
る
の
で
、
矢
祭

山
は
こ
こ
が
違
う
と
い
う
魅
力

あ
る
も
の
と
し
て
考
え
る
余
地

が
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を
伺

う
。

　
　

町
長

　

確
か
に
道
の
駅
は
た
く
さ
ん

あ
り
、
消
費
者
、
リ
ピ
ー
タ
ー

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
も
非
常

に
厳
し
い
の
で
、
情
報
を
集
め

て
矢
祭
町
に
合
っ
た
魅
力
度
の

高
い
施
設
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
で
開
か
れ

た
活
動
計
画
報
告
発
表
会
で
、

隊
員
か
ら
現
状
と
今
後
の
目
標

を
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し

い
考
え
で
活
動
し
て
お
り
、
感

心
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
協
力

隊
が
取
り
組
ん
で
い
る
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
い

つ
の
間
に
か
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し

た
よ
う
に
見
え
る
が
、
事
業
の

進
捗
と
町
当
局
と
協
力
隊
員
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

協
力
隊
と
事
業
課
は
密
に
相

談
し
な
が
ら
行
動
し
て
い
る
の

で
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が

出
れ
ば
、
意
見
等
を
聞
き
な
が

ら
隊
員
同
士
の
交
流
、
行
政
と

の
交
流
も
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

事
業
課
長

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
は
４

名
お
り
、
１
名
は
追
分
分
校
や

滝
川
の
里
周
辺
で
人
の
集
ま
る

場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
１
名
は
農
地
を
取

得
し
、
ぶ
ど
う
栽
培
に
よ
る
交

流
型
農
園
を
目
指
し
て
お
り
、

他
の
２
名
は
東
館
駅
を
活
用
し

て
、
交
流
を
生
み
出
す
場
づ
く

り
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　

協
力
隊
の
活
動
は
承
知
し

て
い
る
が
、
事
業
課
と
の
連
携

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

毎
月
定
期
的
に
面
談
を
行

い
、
事
業
の
進
捗
や
悩
み
を

伺
っ
て
い
る
。
そ
の
他
も
随
時

担
当
者
と
協
力
隊
で
情
報
共
有

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
継
続
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

継
続
し
て
い
る
。
私
も
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
は
、
宿
泊
施
設
と
い

う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
い

た
が
、
人
が
集
ま
っ
て
交
流
が

生
ま
れ
る
場
所
と
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　

協
力
隊
員
に
空
き
家
を
提

供
す
る
等
の
動
き
は
あ
る
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
内
の
空
き
家
を
見
て
回
っ

た
が
、
な
か
な
か
思
い
描
く
物

件
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
か
っ

た
。
現
在
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ

で
、
そ
の
中
で
情
報
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

概
略
設
計
は
当
該
区
間
全

線
を
対
象
と
し
た
も
の
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
計
画
の
下
に

発
注
さ
れ
た
も
の
な
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い

て
、
地
形
な
ど
を
考
慮
し
た
最

適
な
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
た
め

設
計
業
務
を
発
注
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
イ
パ
ス

に
な
る
か
現
道
の
拡
幅
に
な
る

か
は
、
概
略
設
計
後
に
検
討
さ

れ
る
も
の
か
と
思
う
。

　
　

国
道
を
は
じ
め
、
県
道
・

町
道
沿
い
に
お
け
る
木
々
が
通

行
に
支
障
を
き
た
し
、
区
に

よ
っ
て
は
支
障
木
伐
採
を
行
っ

て
い
る
が
、
労
力
に
も
限
界
が

見
え
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
作

業
に
は
危
険
が
伴
う
た
め
、
業

者
に
委
託
す
る
こ
と
が
最
善
と

思
わ
れ
る
が
、
委
託
制
度
創
設

の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
了
承
を
得
て
道
路
管
理
者

が
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

原
則
と
し
て
土
地
所
有
者
が
管

理
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
個
人
が
道
路
脇
の

支
障
木
を
切
る
こ
と
は
、
事
故

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
た

め
、
専
門
の
業
者
に
お
願
い
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
際

の
費
用
の
一
部
を
町
が
補
助
す

る
制
度
を
整
備
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

新
た
な
助
成
金
制
度
を
創

設
す
る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し

い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

新
た
な
制
度
を
整
備
し
て
い

き
た
い
。
な
お
、
森
林
環
境
譲

与
税
が
財
源
に
な
る
か
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

令
和
３
年
度
も
半
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
主
要
施
策
の
進
捗

と
事
業
の
見
直
し
は
あ
る
か
伺

う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
各
種
行

事
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は

規
模
の
縮
小
や
中
止
、
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
も
あ
る

が
、
各
種
補
助
金
や
助
成
金
の

交
付
、
各
種
工
事
及
び
委
託
事

業
の
発
注
等
は
概
ね
順
調
に
進

ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
自
立

総
務
課
で
担
当
し
て
い
る
東
館

駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
と

の
事
前
協
議
に
時
間
を
要
し
て

お
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅
れ

が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

ほ
か
に
地
域
情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業
と
預
か
り
保
育
施

設
増
築
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
は
、
Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
機

器
の
更
新
事
業
と
な
っ
て
お

り
、
更
新
期
間
を
10
月
か
ら
３

月
中
旬
ま
で
予
定
し
て
い
る
。

　
　

教
育
課
長

　

預
か
り
保
育
施
設
増
築
事
業

は
、
４
月
か
ら
計
画
の
精
査
に

取
り
か
か
っ
て
い
た
が
、
そ
の

中
で
困
難
な
点
が
出
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
一
度
見
直
し
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
来
年
以

降
に
繰
り
延
べ
て
実
現
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

矢
祭
町
で
の
感
染
者
５
名

の
方
は
、
治
療
を
終
え
て
社
会

復
帰
さ
れ
て
い
る
の
か
、
分
か

る
範
囲
で
説
明
を
願
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

県
か
ら
の
陽
性
者
の
情
報
に

つ
い
て
は
、
年
代
、
性
別
、
居

住
地
、
発
症
日
、
症
状
の
有
無
、

陽
性
判
明
日
、
接
触
歴
の
有
無

し
か
知
ら
さ
れ
な
い
状
況
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
個
人
の
特
定

が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
状
況
、
治
療
状
況
は

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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Ⅱ
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塙
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概
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ザ
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２
週
間
程
度
で
あ
れ
ば
社

会
復
帰
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
現

在
は
矢
祭
町
に
コ
ロ
ナ
感
染
者

は
い
な
い
と
理
解
し
て
よ
ろ
し

い
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、

日
数
的
に
治
っ
て
い
る
状
況
か

と
考
え
る
。

　
　

最
新
の
接
種
完
了
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

９
月
６
日
現
在
で
、
12
歳
以

上
の
方
の
１
回
目
の
接
種
率
は

88
％
、
２
回
目
接
種
率
が
82
％

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
９
月

26
日
の
２
回
目
の
接
種
が
終
わ

る
と
、
町
民
の
約
87
％
が
接
種

完
了
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

３
回
目
を
接
種
し
て
い
る

国
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
町
と
し

て
ワ
ク
チ
ン
は
余
る
こ
と
は
あ

る
の
か
、
余
っ
た
場
合
は
ど
う

す
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

９
月
の
集
団
接
種
終
了
時
に

余
っ
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
10
月
以

降
に
東
白
川
郡
内
の
医
療
機
関

で
行
わ
れ
る
個
別
接
種
に
使
用

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

新
堤
防
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
久
慈
川
に
流
れ
込

む
支
流
の
堤
防
が
低
い
箇
所
が

あ
り
、
久
慈
川
の
水
量
が
増
え

た
場
合
に
逆
流
し
て
く
る
恐
れ

が
あ
る
と
県
南
建
設
事
務
所
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町
の
対

応
で
、
久
慈
川
堤
防
と
同
じ
高

さ
ま
で
引
き
上
げ
な
い
と
、
新

し
い
堤
防
の
意
味
を
な
さ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
下
植
田
橋
か

ら
南
石
井
駅
ま
で
の
よ
う
な
堤

防
が
あ
る
と
、
住
民
も
安
心
し

て
住
め
る
と
思
う
が
、
新
堤
防

建
設
と
合
わ
せ
て
着
手
で
き
な

い
か
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
年
度
に
詳
細
な
設
計
が
行

わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
天
神

沢
と
太
子
沢
の
箇
所
で
ど
の
程

度
堤
防
が
か
さ
上
げ
に
な
る
か

確
認
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

県
南
建
設
事
務
所
の
説
明

で
は
、
天
神
沢
橋
を
架
け
替
え

る
が
現
状
の
幅
員
の
ま
ま
の
移

設
で
、
町
の
協
力
が
あ
れ
ば
幅

員
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
今
の
ま
ま
の

幅
員
で
は
交
通
に
不
便
な
た

め
、
広
げ
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
が
負
担
金
を
出
せ
ば
幅
員

の
変
更
は
可
能
と
の
こ
と
な
の

で
、
そ
の
方
向
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　

新
し
い
橋
か
ら
県
道
へ
の

取
付
道
路
が
、
図
面
で
は
南
側

に
伸
び
て
い
る
も
の
だ
っ
た
。
南

側
だ
け
で
な
く
、
北
へ
向
か
う

道
路
を
造
る
な
ど
、
よ
り
便
利

に
な
る
よ
う
に
改
良
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
、考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

県
道
に
接
続
す
る
道
路
は
、

勾
配
を
緩
く
す
る
た
め
に
Ｓ
字

型
に
し
て
距
離
を
確
保
し
て
い

る
。
県
道
に
接
続
す
る
部
分
は

直
角
に
な
る
の
で
、
南
北
両
側

か
ら
の
出
入
り
は
し
や
す
い
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

山
野
井
地
区
に
は
踏
切
が

３
か
所
あ
る
が
、
車
が
１
台
し

か
通
れ
な
い
狭
い
状
態
で
あ

る
。
車
が
２
台
擦
れ
違
え
れ
ば

便
利
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
広
が

ら
な
い
の
か
、
わ
か
る
範
囲
で

回
答
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

町
長

　

確
か
に
不
便
さ
は
感
じ
る
と

思
う
が
、
事
業
効
果
や
費
用
対

効
果
を
考
え
る
と
厳
し
い
も
の

が
あ
る
と
感
じ
る
。
拡
幅
工
事

の
た
め
の
Ｊ
Ｒ
と
の
交
渉
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
交
通
量
が
増
え
て
く
れ
ば

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

　
　

戸
塚
の
上
野
平
地
区
は
、

作
物
の
栽
培
に
は
適
し
て
い
る

所
だ
と
思
う
が
、
多
く
の
畑
は

作
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
働

き
手
が
減
っ
て
い
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
道
が
狭
く
通
行
に

不
便
な
た
め
、
農
作
業
を
す
る

人
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ

る
。
そ
う
い
う
地
区
に
大
型
車

が
入
っ
て
行
け
る
よ
う
な
道
路

が
で
き
な
い
か
、考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

上
野
平
地
区
へ
行
く
道
路

は
、
住
宅
に
挟
ま
れ
拡
幅
は
困

難
と
考
え
て
い
る
が
、
現
在
施

工
し
て
い
る
林
専
道
戸
塚
線
か

ら
の
進
入
路
の
計
画
は
可
能
か

と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

毎
年
、
全
国
で
通
学
や
下

校
途
中
に
児
童
が
巻
き
込
ま
れ

る
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い

る
。
国
は
６
月
の
千
葉
県
八
街

市
で
の
事
故
後
、
通
学
路
の
安

全
を
総
点
検
す
る
よ
う
に
全
国

に
通
知
し
て
い
る
が
、
町
の
通

学
路
の
点
検
と
安
全
対
策
の
考

え
方
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

子
供
た
ち
の
通
学
の
安
心
・

安
全
は
、
行
政
そ
し
て
地
域
の

役
目
で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校

関
係
者
の
会
議
の
中
で
も
通
学

路
の
点
検
を
し
、
そ
れ
を
精
査

し
な
が
ら
行
政
は
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。ま
た
、

通
学
路
以
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
安
全
点
検
も
必
要
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
児

童
を
守
る
た
め
に
、
通
学
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
整
備
が
必
要
か

と
思
う
。
災
害
時
に
頭
の
保
護

や
多
目
的
に
利
用
可
能
な
ヘ
ル

メ
ッ
ト
と
し
て
は
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

全
国
の
自
治
体
で
も
徒
歩
通

学
す
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
義
務
付
け

る
事
例
が
あ
る
こ
と
は
確
認
で

き
た
。
た
だ
、
子
供
の
安
全
面

か
ら
評
価
す
る
声
も
あ
る
一
方

で
、
夏
場
の
暑
さ
対
策
な
ど
の

問
題
も
あ
り
、
義
務
付
け
る
こ

と
に
疑
問
の
声
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
当
町
で
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
よ
る
通
学
も
多
く
、
慎
重

で
あ
る
べ
き
か
と
考
え
る
が
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
求
め
る
保

護
者
等
の
声
が
あ
れ
ば
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株

が
拡
大
し
、
子
供
た
ち
に
も
感

染
の
広
が
り
が
見
え
て
き
て
い

る
。
文
科
省
は
、
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
に
最
大
80
万
回
分
の
抗

原
検
査
の
簡
易
キ
ッ
ト
を
配
る

と
し
て
い
る
が
、
現
在
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
学
校
内
で
の
感
染
を
ど
の

よ
う
に
防
い
で
い
く
の
か
、
考

え
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

医
療
機
関
等
に
か
か
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
に
測
れ
る
よ

う
に
と
い
う
意
図
で
、
こ
ど
も

園
、
小
・
中
学
校
に
30
回
分
の

抗
原
キ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
た
。

町
で
は
、
学
校
医
及
び
保
健
福

祉
部
局
と
も
、
治
療
体
制
の
構

築
が
で
き
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
小
・
中
学
校
で
は
で
き
る
限

り
の
感
染
対
策
を
講
じ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
同

様
の
対
策
を
徹
底
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　

学
校
の
先
生
方
の
ワ
ク
チ

ン
優
先
接
種
は
行
わ
れ
た
の
か

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

教
職
員
関
係
、
こ
ど
も
園
の

先
生
方
に
対
し
て
は
優
先
し
て

接
種
が
行
わ
れ
て
お
り
、
全
員

が
終
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る

と
急
傾
斜
特
別
警
戒
区
域
に
茗

荷
地
区
多
目
的
集
会
施
設
と
役

場
が
入
っ
て
お
り
、
役
場
は
浸

水
想
定
区
域
に
も
入
っ
て
い
る

の
で
、
庁
舎
の
移
転
も
し
く
は

災
害
に
強
い
建
造
物
に
す
る
か

を
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
か

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

防
災
に
お
い
て
は
、
町
民
の

生
命
の
安
全
を
最
優
先
に
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
防

災
拠
点
と
し
て
の
役
場
庁
舎
を

考
え
る
時
期
は
必
ず
来
る
と

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
町
民

や
議
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が

基
本
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

さ
き
の
教
育
長
は
、
６
月

に
全
会
一
致
で
選
任
し
た
が
、

１
か
月
も
た
た
ず
に
健
康
上
の

理
由
で
お
辞
め
に
な
っ
た
。
そ

の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

辞
表
を
い
た
だ
い
た
と
き
に

は
私
も
大
変
驚
い
た
が
、
健
康

上
の
理
由
と
い
う
こ
と
で
や
む

を
得
ず
辞
表
を
受
理
し
た
。
本

人
も
辛
い
思
い
が
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
、
人
事
案
件
に
関
し

て
は
も
っ
と
慎
重
に
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。
今
回
、

町
長
が
推
挙
し
た
わ
け
だ
が
、

そ
の
責
任
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

本
人
の
健
康
上
の
問
題
で
あ

る
た
め
、
な
か
な
か
踏
み
出
せ

な
い
も
の
も
あ
る
。

　
　

教
育
長
の
職
と
い
う
も
の

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

　
　

町
長

　

教
育
委
員
会
は
独
立
し
た
組

織
で
、
そ
の
中
で
話
し
合
う
こ

と
も
大
事
な
こ
と
と
思
う
。

　
　

今
回
も
教
育
委
員
の
選
任

が
あ
る
が
、
健
康
上
の
問
題
な

ど
は
な
い
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

　
　

町
長

　

健
康
上
の
問
題
と
い
う
の
は

自
主
的
に
出
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
、
判
断
し
に
く
い
面
は
あ

る
。

　
　

現
在
、
教
育
長
不
在
で
あ

る
が
、
い
つ
頃
ま
で
に
教
育
長

を
選
任
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

具
体
的
な
時
期
の
回
答
は
差

し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

教
育
長
は
責
任
の
重
い
職

で
あ
り
、
一
日
も
早
く
決
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
そ

れ
ほ
ど
重
要
な
職
で
は
な
い
の

か
伺
う
。

　
　

町
長

　

そ
う
い
う
考
え
は
全
く
な

い
。
教
育
長
は
最
高
の
ポ
ス
ト

で
、責
任
は
十
分
あ
る
と
思
う
。

　
　

教
育
長
不
在
の
と
き
に
は

職
務
代
理
者
が
行
事
な
ど
に
も

出
席
し
て
お
り
、
こ
の
定
例
会

に
出
席
し
て
も
お
か
し
く
は
な

い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

職
務
代
理
者
と
い
っ
て
も
分

か
ら
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、

議
会
で
の
発
言
等
は
差
し
控
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
。

　
　

教
育
長
職
代
理
者
が
い
る

の
で
あ
れ
ば
出
席
し
て
い
た
だ

い
て
、
答
弁
は
教
育
課
長
で
も

構
わ
な
い
と
思
う
が
、
何
の
た

め
の
代
理
者
な
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

教
育
長
の
職
務
代
理
に
つ
い

て
は
、
規
則
運
営
上
２
つ
の
職

に
分
か
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、

教
育
長
不
在
の
際
の
事
務
の
委

任
先
も
、
基
本
的
に
は
職
務
代

理
者
に
委
任
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
非
常
勤
の
教
育
委

員
の
た
め
、
処
理
で
き
な
い
事

務
に
関
し
て
は
教
育
課
長
が
代

理
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
議
会
の
答
弁
に
当
っ
て

も
、
常
勤
職
と
し
て
答
え
る
べ

き
部
分
が
ほ
と
ん
ど
の
た
め
、
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私
が
代
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

教
育
委
員
か
ら
の
職
務
代

理
者
は
必
要
な
く
、
教
育
課
長

が
職
務
代
理
者
を
や
ら
れ
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

教
育
課
長

　

か
つ
て
の
教
育
長
は
事
務
職

の
長
で
あ
り
、
教
育
課
長
が
職

務
代
理
者
と
し
て
活
動
し
て
い

た
が
、
一
方
で
、
合
議
制
の
長

と
し
て
の
職
責
は
教
育
委
員
長

が
担
っ
て
い
た
。
現
在
は
そ
の

二
つ
の
職
が
一
本
化
さ
れ
、
か

つ
て
教
育
委
員
長
が
担
っ
て
い

た
職
責
の
部
分
は
、
事
務
職
で

あ
る
教
育
課
長
が
代
理
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
非
常
勤

の
教
育
委
員
の
中
か
ら
職
務
代

理
者
を
選
任
し
て
い
る
と
理
解

し
て
い
る
。

　
　

櫻
の
苑
で
面
会
す
る
と
き

に
、
窓
越
し
で
話
し
が
聞
こ
え

な
い
現
状
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
仕
方
が
な
い
が
、
声
が
聞
こ

え
る
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長　

　

高
齢
者
施
設
の
面
会
に
つ
い

て
は
、
感
染
症
対
策
委
員
会
で

協
議
の
上
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
講

じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
面
会
の
方
法
に
つ
い
て
確

認
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
窓
越
し

に
携
帯
電
話
で
話
を
す
れ
ば
話

し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｉ

Ｐ
電
話
を
活
用
す
る
こ
と
で
話

し
は
聞
け
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　

携
帯
電
話
で
は
な
く
、
近

場
で
話
せ
る
よ
う
に
も
う
少
し

考
え
て
対
応
で
き
な
い
か
と
思

う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策

が
取
れ
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

櫻
の
苑
は
社
会
福
祉
法
人
矢

祭
福
祉
会
が
管
理
運
営
し
て
お

り
、
管
理
運
営
を
指
導
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
要
望
が
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き

る
と
思
う
。

　
　

町
で
残
土
捨
場
を
確
保
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
話
し
て
い

た
が
、
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
。
３
月
に
林
業
専
用
道
路
工

事
で
、
残
土
運
搬
距
離
が
２
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
変
更
と
な
る
契
約
の
議

案
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
工
事
の

入
札
価
格
、
積
算
方
法
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

建
設
発
生
土
に
つ
い
て
は
、

本
来
な
ら
ば
発
注
者
側
で
処
分

先
を
確
保
し
、
そ
こ
ま
で
の
運

搬
距
離
を
設
計
書
に
計
上
す
る

が
、
町
で
残
土
捨
場
を
確
保
し

て
い
な
い
の
で
、
設
計
時
に
は

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
積
算
を

し
、
入
札
価
格
を
比
較
し
て
い

る
。

　
　

町
の
残
土
捨
場
が
あ
れ
ば

運
搬
距
離
が
出
る
の
で
、
追
加

で
金
額
が
上
が
る
こ
と
も
な

い
。
残
土
捨
場
を
確
保
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

今
の
と
こ
ろ
残
土
処
理
が
で

き
な
い
と
い
う
話
は
聞
い
て
い

な
い
が
、
今
後
、
残
土
処
理
の

場
所
は
検
討
課
題
で
あ
る
と
思

う
。
ま
た
、
熱
海
市
の
土
砂
災

害
も
あ
っ
た
の
で
、
町
で
管
理

す
る
場
合
は
し
っ
か
り
し
た
土

地
の
設
定
、
広
さ
も
確
保
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

町
内
の
建
設
業
者
が
確
保

し
て
い
る
土
捨
場
は
、
何
か
所

あ
る
か
確
認
し
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

具
体
的
な
会
社
名
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
が
、
会
社
に

よ
っ
て
中
石
井
字
金
沢
地
内
、

金
沢
字
矢
沢
地
内
、
関
岡
字
芝

地
内
、
山
下
字
下
河
原
地
内
、

宝
坂
字
竹
ノ
内
と
上
関
河
内
字

寄
藤
地
内
、
関
岡
字
砂
崩
下
地

内
に
土
地
を
借
り
て
確
保
し
て

い
る
。

　
　

発
症
者
が
出
た
場
合
、
県

南
保
健
所
と
の
連
携
、
自
宅
療

養
者
の
安
否
確
認
や
支
援
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

自
宅
療
養
者
に
つ
い
て
は
、

軽
症
者
等
で
外
出
し
な
い
こ
と

を
前
提
に
自
宅
で
の
安
静
療
養

を
行
う
よ
う
に
保
健
所
か
ら
指

導
を
受
け
て
い
る
の
で
、
町
で

の
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。
安

否
確
認
は
、
保
健
所
が
健
康
状

態
の
聴
取
を
最
低
１
日
１
回

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

電
話
１
本
で
食
べ
物
や
生

活
必
需
品
を
届
け
て
く
れ
る
代

行
業
務
な
ど
、
自
宅
療
養
に

な
っ
た
場
合
に
そ
う
い
っ
た
手

当
て
が
行
え
な
い
も
の
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

感
染
症
法
第
44
条
の
３
第
４

項
で
、
都
道
県
知
事
等
は
必
要

に
応
じ
食
事
の
提
供
、
日
用
品

の
支
給
、
そ
の
他
日
常
生
活
を

営
む
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
又
は
物
品
の
支
給
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
通
常
は
県
が
対

応
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

県
で
決
ま
っ
て
い
る
こ
と

だ
が
、
万
が
一
の
場
合
に
町
長

の
裁
量
で
で
き
な
い
も
の
か
伺

う
。

　
　

町
長

　

私
も
同
様
の
心
配
は
し
て
い

た
。
た
だ
、個
人
情
報
の
保
護
、

守
秘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
の
で
、
当
然
当
事
者
も
県

か
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
生

活
支
援
は
あ
っ
た
と
思
う
。

　
　

個
人
情
報
で
は
あ
る
が
、

本
人
の
了
解
が
あ
れ
ば
そ
う

い
っ
た
ツ
ー
ル
が
で
き
な
い
も

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

本
人
の
了
解
が
あ
れ
ば
町
に

情
報
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
本
人
が

望
ま
な
け
れ
ば
、
町
で
は
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

家
族
で
感
染
者
が
出
た
場

合
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
、
入
院
と
は
な
ら
な
い
の
か

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

住
ん
で
い
る
家
に
も
よ
る

が
、
ま
ず
は
生
活
す
る
空
間
を

分
け
る
こ
と
が
大
前
提
か
と
思

う
。
も
し
無
理
で
あ
れ
ば
、
保

健
所
と
の
対
応
で
ホ
テ
ル
療
養

が
で
き
る
か
と
思
う
。

　
　

保
健
所
が
全
て
対
応
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な

場
合
に
行
政
は
ど
の
よ
う
な
立

場
で
ど
ん
な
助
言
が
で
き
る
の

か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

保
健
所
と
県
か
ら
要
請
が
あ

れ
ば
対
応
で
き
る
か
と
思
う

が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
方
に
感
染
防
止

対
策
を
呼
び
掛
け
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

　
　

ホ
テ
ル
療
養
と
し
て
、

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
は
比
較
的
広

く
、
隔
離
も
確
保
で
き
る
状
況

か
と
考
え
る
が
、
勧
め
て
は
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

県
の
ホ
テ
ル
療
養
施
設
は
、

要
請
を
し
て
受
け
た
と
こ
ろ
が

指
定
に
な
っ
て
い
る
か
と
思

う
。
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
は
要
請

が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
存
じ

て
い
な
い
。

　
　

自
然
環
境
を
保
全
す
る
た

め
に
、
太
陽
光
発
電
等
の
設
置

に
関
す
る
景
観
保
護
条
例
を
策

定
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
土
砂

災
害
を
防
止
す
る
意
味
で
も
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
い

か
が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

熱
海
市
で
発
生
し
た
大
規
模

土
砂
災
害
は
、
条
例
等
に
違
反

し
た
盛
土
が
原
因
で
、
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
に
起
因
す
る

も
の
と
は
認
識
し
て
い
な
い

が
、
林
地
へ
の
設
置
が
増
加
し

て
お
り
、
土
砂
の
流
出
や
景
観

へ
の
影
響
等
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
認
知
し
て
い
る
。
民

有
林
等
で
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
を
含
む
開
発
行
為
を
行
う

場
合
に
は
、
林
地
開
発
許
可
申

請
が
必
要
と
な
る
の
で
、
許
可

申
請
等
が
あ
っ
た
際
に
林
野
庁

が
定
め
た
許
可
基
準
の
運
用
細

目
を
遵
守
す
る
よ
う
に
周
知
、

指
導
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
に
よ
り
、
環
境
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
設

置
の
規
制
に
関
す
る
条
例
等
の

制
定
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
で
き
上
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

以
前
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は

矢
祭
町
全
図
に
避
難
所
が
明
記

さ
れ
て
い
た
。
今
回
は
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
省
い
て
し
ま
っ
た

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

全
図
は
、
自
宅
が
ど
の
位
置

に
あ
り
、
詳
細
図
が
何
ペ
ー
ジ

に
あ
る
の
か
を
見
や
す
く
す
る

た
め
、
詳
細
な
情
報
を
確
認
し

て
ほ
し
い
と
い
う
観
点
か
ら
、

あ
え
て
明
示
し
な
か
っ
た
。
全

体
像
が
理
解
し
に
く
い
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

矢
祭
町
の
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
に
防
災
情
報
を
明
記
し
た

矢
祭
町
全
図
を
載
せ
て
は
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
保
存
版

と
し
て
、
県
の
ふ
く
し
ま
マ
イ

避
難
ノ
ー
ト
と
併
せ
て
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

へ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
情
報
の

掲
載
に
つ
い
て
は
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

10
月
12
日
は
防
災
の
日
と

い
う
こ
と
で
、
何
か
イ
ベ
ン
ト

は
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

講
演
会
等
を
設
け
て
防
災
に

つ
い
て
周
知
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
町
民
の
方
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
、
夕
刊
等
を
通
し
て

広
報
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
11
、

12
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
に
、
非

常
時
持
出
品
の
準
備
＆
チ
ェ
ッ

ク
、
我
が
家
の
「
防
災
・
緊
急

情
報
メ
モ
」
を
書
い
て
み
ま
せ

ん
か
と
い
う
形
で
、
広
報
や
Ｉ

Ｐ
電
話
で
周
知
し
て
は
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
ち
の
駅
は
土
日
が
休
み
、

ま
た
、
17
時
以
降
に
な
る
と
閉

ま
る
営
業
体
制
と
な
っ
て
い

る
。
町
民
に
と
っ
て
も
馴
染
ん

で
き
て
お
り
、
他
町
村
か
ら
来

町
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
も
シ
ン

ボ
ル
に
な
る
施
設
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
土
日
も
閉
め
ず
に

町
の
農
産
物
、お
土
産
の
入
手
、

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
よ

い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

土
日
も
開
い
て
い
る
こ
と
が

理
想
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
３

名
の
職
員
体
制
だ
と
買
い
物
代

行
や
移
動
販
売
で
職
員
が
出
払

う
こ
と
も
多
く
、
困
難
な
状
況

で
あ
る
。
ま
た
、
農
産
物
や
お

土
産
の
販
売
と
な
る
と
在
庫
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
と
い
う
課
題
も

あ
る
。
今
後
、
買
い
物
代
行
等

も
含
め
て
運
営
を
任
せ
ら
れ
る

団
体
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

例
え
ば
、
月
曜
日
を
休
み

に
し
、
土
日
の
ど
ち
ら
か
を
開

け
る
の
は
ど
う
か
。
買
っ
て

く
っ
ぺ
便
は
毎
日
行
わ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

運
転
代
行
は
月
曜
か
ら
金
曜

ま
で
毎
日
行
っ
て
お
り
、
移
動

販
売
は
月
曜
か
ら
木
曜
ま
で

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
日
ど

ち
ら
か
を
開
け
る
方
法
も
取
れ

る
か
と
思
う
が
、
職
員
の
家
庭

の
事
情
も
あ
り
難
し
い
状
況
で

あ
る
。

　
　

毎
週
で
は
な
く
、
ま
ず
は

問
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
秋
の

シ
ー
ズ
ン
中
く
ら
い
で
も
対
応

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
民
の
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
か

と
思
う
の
で
、
検
討
は
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
　

情
報
発
信
の
で
き
る
場
所

だ
と
考
え
る
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
置
い
て
農
産
物
の
販
売
場

所
な
ど
を
案
内
で
き
る
よ
う
な

形
を
取
っ
て
は
と
思
う
が
、
そ

の
よ
う
な
考
え
は
な
い
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

情
報
発
信
の
拠
点
と
し
て
の

意
味
で
も
ま
ち
の
駅
は
あ
る
と

思
う
の
で
、
物
を
置
か
な
く
て

も
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　

３
人
の
職
員
は
嘱
託
職
員

な
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

会
計
年
度
任
用
職
員
で
あ

る
。

　
　

買
っ
て
く
っ
ぺ
便
は
、
毎

日
何
件
く
ら
い
の
注
文
が
あ
る

の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

２
桁
に
な
る
こ
と
は
な
か
な

か
な
い
が
、
お
惣
菜
を
販
売
す

る
月
曜
日
は
10
件
を
超
え
る
注

文
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

買
っ
て
く
っ
ぺ
便
に
興
味

を
持
た
れ
る
業
者
も
徐
々
に
い

る
よ
う
な
の
で
、
使
う
よ
う
な

こ
と
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

町
の
商
店
の
方
に
も
改
め
て

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
の

で
、
既
に
担
当
職
員
に
は
伝
え

て
あ
る
。

　
　

協
力
隊
が
住
む
空
き
家

は
、
自
分
で
探
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

い
よ
う
に
聞
く
が
、
そ
の
件
に

関
し
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

空
き
家
等
に
つ
い
て
は
町
で

も
情
報
が
足
り
な
い
こ
と
も
あ

る
が
、
協
力
隊
が
週
１
回
Ｉ
Ｄ

Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ａ
ス
タ
ン
ド
と
い
う

こ
と
で
東
館
駅
前
を
中
心
に
町

民
の
方
と
交
流
す
る
中
で
、
空

き
家
の
情
報
収
集
も
で
き
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
　

空
き
家
調
査
は
終
了
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

情
報
を
う
ま
く
活
用
で
き
な
い

か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

空
き
家
の
実
態
調
査
は
平
成

28
年
度
に
実
施
し
、
そ
の
物
件

は
１
２
２
件
あ
っ
た
。
そ
の
所

有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
に
前
向

き
と
い
う
回
答
は
39
件
得
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

そ
の
中
か
ら
案
内
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

追
跡
調
査
が
済
ん
で
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
情
報
提
供
で
き

る
段
階
で
は
な
か
っ
た
。

　
　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
わ
っ
て
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
を
作
ら
れ
て
い
る

方
が
い
る
が
、
い
ろ
い
ろ
大
変

そ
う
な
話
を
伺
っ
た
。
事
業
課

と
し
て
ど
こ
ま
で
支
援
が
で
き

る
予
定
な
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

協
力
隊
は
、
地
域
に
関
わ
っ

て
地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と
が

役
目
で
、
行
政
も
空
き
家
の
対

策
や
就
農
支
援
は
し
っ
か
り
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　

町
に
は
多
く
の
協
力
隊
の

方
が
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
設

置
規
則
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く

る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
ま
た
、
創
業
者
支
援
金

は
、
今
後
ど
う
な
る
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

支
援
金
は
、
昨
年
度
ま
で
に

ア
カ
デ
ミ
ー
を
受
講
さ
れ
た
方

で
、
自
分
で
起
業
し
た
い
と
い

う
方
が
い
た
場
合
の
た
め
に
今

年
度
も
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。
次
年
度
以
降
も
町
で
起
業

す
る
方
が
い
れ
ば
交
付
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
終

了
し
て
か
ら
、
定
住
す
る
た
め

の
支
援
と
し
て
何
か
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

町
と
し
て
も
し
っ
か
り
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

住
ま
い
に
つ
い
て
も
支
援

し
て
は
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

　
　

事
業
課
長

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
は
、
２
名

の
方
が
登
録
の
意
向
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

か
ら
速
や
か
に
登
録
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
か
ら
婚

姻
届
等
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応

を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

日
本
国
内
に
お
け
る
同
性
婚

は
、
現
行
法
で
認
め
ら
れ
な
い

の
で
、
不
受
理
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

中
学
校
で
は
、
女
子
制
服

は
ス
カ
ー
ト
の
着
用
が
決
め
ら

れ
て
い
る
。
現
代
は
い
ろ
い
ろ

な
多
種
多
様
な
子
供
た
ち
が
い

る
の
で
、
制
服
を
ス
カ
ー
ト
か

パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
か
を
選
べ
る

よ
う
に
し
て
は
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
観
点
に
限
ら

ず
、女
子
用
制
服
に
つ
い
て
は
、

動
き
や
す
さ
や
防
寒
対
策
、
自

転
車
乗
車
時
の
安
全
対
策
等
で

パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
を
望
む
声
が

聞
こ
え
て
は
い
な
い
が
、
潜
在

的
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

推
察
を
し
て
い
る
。
全
国
的
に

も
、
男
性
用
女
性
用
で
は
な
い

ス
タ
イ
ル
と
い
う
よ
う
な
動
き

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
も
聞

い
て
い
る
。
矢
祭
中
学
校
の
制

服
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、
学
校
現
場
と

し
て
の
判
断
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
具
体
的
な
答
弁
は
控
え
た

い
と
思
う
が
、
学
校
で
制
服
の

見
直
し
に
関
す
る
機
運
が
上

が
っ
た
際
に
は
、
そ
う
い
っ
た

視
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
情

報
提
供
し
た
い
と
思
う
。

　
　

各
課
へ
の
要
望
と
し
て
電

話
や
来
庁
な
ど
が
あ
る
と
思
う

が
、
年
間
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。
ま
た
、
煩
雑
さ
を
避
け
る

た
め
に
も
ア
プ
リ
な
ど
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

各
種
団
体
等
か
ら
の
陳
情
、

要
請
活
動
等
は
、
例
年
５
、
６

件
程
度
あ
る
。電
話
や
メ
ー
ル
、

来
庁
な
ど
に
よ
る
も
の
は
、
各

課
、
日
々
相
当
数
あ
る
と
思
う

が
、
件
数
等
の
集
計
は
行
っ
て

い
な
い
。
ま
た
、
ア
プ
リ
導
入

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
も
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
意
見
、

ご
要
望
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な

形
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
か

ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活

用
し
た
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
運

用
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

以
前
か
ら
、
道
路
の
異
常

な
ど
を
写
真
に
撮
っ
て
送
れ
る

よ
う
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

た
。
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
は
写

真
の
添
付
は
で
き
る
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

基
本
的
に
は
、
あ
る
程
度
の

質
問
を
想
定
し
、
事
前
に
回
答

を
用
意
し
て
お
く
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
の
中
か
ら
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
す
る
の
も
可

能
か
と
思
う
の
で
、
そ
ち
ら
か

ら
メ
ー
ル
等
で
写
真
を
送
る
こ

と
も
で
き
る
と
思
う
。

　
　

今
年
は
陳
情
が
多
か
っ
た

気
が
す
る
が
、
何
か
事
情
が

あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

昨
年
、
一
昨
年
は
町
づ
く
り

懇
談
会
で
各
行
政
区
を
回
り
、

町
民
の
方
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
た
が
、
今
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
対
応
を
取
っ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

デ
ル
タ
株
の
影
響
で
、
10
代
以

下
の
子
供
の
感
染
が
拡
大
し
て

お
り
、
学
校
等
で
必
要
な
対
策

を
取
る
べ
き
と
思
う
。
感
染
リ

ス
ク
が
高
い
給
食
時
の
配
膳
や

食
べ
方
に
つ
い
て
、
学
校
で
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

教
育
課
長

　

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
と
も

に
給
食
配
膳
前
の
手
洗
い
や
消

毒
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
食

事
中
は
ア
ク
リ
ル
板
や
対
面
を

避
け
る
な
ど
の
方
法
で
感
染
対

策
を
図
り
な
が
ら
、
黙
食
を
指

導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

保
育
部
で
行
っ
て
い
る
お

む
つ
交
換
や
抱
っ
こ
な
ど
で
は
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

お
む
つ
交
換
は
、
交
換
前
後

の
手
指
消
毒
に
加
え
、
ゴ
ム
手

袋
を
着
用
し
園
児
ご
と
に
手
袋

を
交
換
す
る
な
ど
の
方
法
で
、

感
染
対
策
を
図
っ
て
い
る
。
抱
っ

こ
に
つ
い
て
は
、
避
け
ら
れ
な

い
接
触
と
な
る
た
め
対
策
の
取

り
よ
う
は
な
い
が
、
家
庭
内
で

の
健
康
観
察
を
徹
底
し
、
風
邪

の
症
状
が
見
ら
れ
る
園
児
は
登

園
を
控
え
て
も
ら
う
な
ど
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

体
調
の
異
変
を
感
じ
た
ら

学
校
を
休
む
こ
と
も
必
要
だ
が
、

中
学
３
年
生
な
ど
は
受
験
を
控

え
て
い
る
時
期
で
、
内
申
書
重

視
の
受
験
体
制
の
中
で
は
体
調

不
良
で
休
む
こ
と
は
勇
気
が
必

要
か
と
思
う
。
体
調
不
良
で
休

む
場
合
、
欠
席
扱
い
に
な
る
の

か
、
出
席
停
止
と
な
る
の
か
伺

う
。

　
　

教
育
課
長

　

体
調
不
良
に
よ
る
自
主
判
断

の
欠
席
で
あ
っ
て
も
、
出
席
停

止
で
扱
う
こ
と
で
保
護
者
に
通

知
し
て
い
る
。

　
　

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
が
30
回

分
配
付
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
く
の

か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

学
校
内
で
子
供
が
急
に
発
熱

し
た
場
合
の
対
応
に
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
が
配
ら
れ
て
い
る
が
、

基
本
的
に
は
親
が
付
き
添
っ
て

病
院
へ
連
れ
て
行
く
こ
と
に
な

る
。
親
が
対
応
で
き
な
い
と
き

に
は
学
校
医
に
対
応
し
て
い
た

だ
い
て
、
し
か
る
べ
き
措
置
を

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

　
　

塙
厚
生
病
院
に
発
熱
外
来

を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

行
け
ば
簡
単
に
検
査
し
て
も
ら

え
る
か
と
思
っ
た
が
違
う
よ
う

で
、
そ
の
辺
は
ど
う
な
の
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

東
白
川
地
方
地
域
外
来
検
査

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、ま
ず
、

か
か
り
つ
け
医
等
に
行
っ
て
、

そ
こ
か
ら
の
紹
介
で
受
け
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
に

は
、
平
田
村
の
病
院
ま
で
行
っ

て
検
査
に
１
万
４
、
５
千
円
か

か
る
が
、
町
か
ら
の
補
助
は
考

え
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

東
白
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
利

用
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
が

現
状
で
、
来
年
度
は
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
高
額
な
た

め
、
そ
れ
よ
り
も
安
価
な
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
へ
の
補
助
は
い
か

が
か
、
伺
う
。

　
　

町
長

　

こ
れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ
禍
の
社

会
は
続
く
と
思
う
の
で
、
低
額

で
受
け
ら
れ
る
構
築
も
必
要
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
、

接
種
証
明
に
つ
い
て
の
町
の
考

え
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、

外
国
へ
行
か
れ
る
方
の
証
明
と

な
り
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

発
行
し
て
い
る
。
通
常
の
証
明

答

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
問　

多
様
性
の
あ
る
社
会
に

つ
い
て

健
康
福
祉
・
防
災
・

教
育
行
政

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る

子
供
の
感
染
急
増
に
つ
い
て

本多勇也議員

答 問問問
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問
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問
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問
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問

問

問



で
あ
れ
ば
、
接
種
券
に
よ
り
い

つ
ど
こ
で
接
種
を
受
け
た
か
が

分
か
る
の
で
、
証
明
書
代
わ
り

に
な
る
か
思
う
。

　
　

２
回
接
種
を
受
け
た
証
明

と
し
て
缶
バ
ッ
ジ
の
よ
う
な
も

の
を
作
っ
て
配
布
し
て
い
る
市

町
村
も
あ
る
ら
し
い
が
、
そ
の

よ
う
な
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
予

定
は
し
て
い
な
い
。
接
種
証
明

に
つ
い
て
持
ち
歩
く
の
が
大
変

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
接
種

券
を
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
れ
ば

代
わ
り
に
な
る
か
と
考
え
る
。

　
　

子
供
た
ち
の
授
業
以
外
の

特
別
活
動
や
行
事
が
中
止
や
延

期
に
な
っ
て
い
る
が
、
10
代
の

感
染
が
広
が
っ
て
い
る
中
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

行
事
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

長
も
感
染
対
策
を
取
り
つ
つ
、

で
き
る
限
り
実
施
を
し
た
い
と

い
う
意
向
で
、
日
程
を
ず
ら
し

た
り
、
バ
ス
を
増
便
す
る
な
ど

し
て
対
応
し
て
お
り
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
可
能
な
限
り
支

援
を
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
現

状
で
あ
る
。
今
後
も
で
き
る
限

り
子
供
た
ち
の
成
長
に
資
す
る

方
法
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
マ
イ

避
難
ノ
ー
ト
を
各
家
庭
に
配
布

し
て
お
り
、
家
族
で
避
難
所
や

災
害
リ
ス
ク
の
確
認
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

　
　

町
長

　

災
害
の
状
況
は
各
家
庭
、
住

ん
で
い
る
場
所
で
違
う
し
、
特

に
川
沿
い
の
方
は
し
っ
か
り
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

特
に
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
の
サ
ポ
ー
ト
も
、
今
後
行
政

で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

冠
水
な
ど
に
よ
り
、
指
定

さ
れ
た
避
難
所
に
行
け
な
い
場

合
は
、
他
町
の
避
難
所
へ
避
難

す
る
こ
と
は
可
能
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

他
町
の
避
難
所
へ
の
避
難
は

可
能
だ
と
思
う
が
、
日
頃
か
ら

ど
こ
に
避
難
す
る
か
を
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
自
分
は
ど
の
よ
う
に

行
動
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え

て
い
た
だ
い
て
お
け
ば
、
ス

ム
ー
ズ
に
動
け
る
か
と
考
え

る
。

　
　

小
学
校
の
授
業
で
防
災

マ
ッ
プ
を
作
っ
て
、
家
族
で
話

し
合
う
よ
う
な
家
庭
教
育
も
考

え
て
は
と
思
う
が
、い
か
が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
防
災

教
育
は
毎
年
実
践
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
学
校
の
み

な
ら
ず
家
庭
、
地
域
が
連
携
し

た
防
災
意
識
の
向
上
と
い
う
観

点
か
ら
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
推
進
の
一
環
と
し
て
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
を
テ
ー
マ
と
し

た
モ
デ
ル
授
業
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
通
じ
て
、
児
童
・
生
徒
が
防

災
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
す

る
と
と
も
に
、
改
め
て
地
域
の

防
災
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

東
白
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
よ
り
、
矢
祭
中
学
校
に
新
聞

の
贈
呈
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
が

Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
の
実
践
校
に
入
っ

て
お
り
、
２
年
生
を
対
象
に
民

報
、
民
友
を
５
部
ず
つ
２
学
期

だ
け
贈
呈
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。

新
聞
か
ら
の
教
育
は
見
聞
を
広

め
、
読
解
力
を
つ
け
る
に
は
最

適
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
こ
の

Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
は
教
育
委
員
会
と

共
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

町
内
に
は
山
野
井
の
カ
ー

ブ
の
ほ
か
に
危
険
箇
所
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
れ
く
ら
い
把
握

し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

八
街
市
の
事
故
を
受
け
、小
・

中
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
生
徒
の
協

力
も
得
な
が
ら
危
険
箇
所
の
洗

い
出
し
を
行
っ
た
。
箇
所
数
に

つ
い
て
は
資
料
整
理
中
で
あ
る

が
、
12
、
３
か
所
を
抽
出
し
て

点
検
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
通
学
路
安
全
点
検
の
委

員
会
も
あ
る
の
で
、
関
係
機
関

と
協
議
し
て
対
策
に
つ
い
て
も

論
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
か
ら
南
に
向
か

う
町
道
は
、
近
年
大
型
バ
ス
や

大
型
車
の
通
行
が
多
く
な
り
、

わ
だ
ち
や
ひ
び
が
入
っ
て
い

る
。
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
向
か
う

道
路
で
も
あ
る
の
で
、
今
後
の

誘
客
、
あ
る
い
は
安
全
性
の
観

点
か
ら
補
修
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

地
盤
沈
下
し
て
、
雨
が
降
る

と
水
は
け
も
悪
く
、
機
械
も
傷

ん
で
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
話

も
聞
い
て
い
る
。
町
道
と
い
っ

て
も
幹
線
道
路
の
よ
う
な
役
割

な
の
で
、
道
路
の
補
強
を
兼
ね

な
が
ら
補
修
の
検
討
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

蔵
屋
敷
地
内
の
線
路
に

沿
っ
て
北
側
に
向
か
う
農
道

が
、
湧
水
に
よ
り
浸
食
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。

近
隣
住
民
が
修
繕
を
お
願
い
し

た
い
と
町
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

紹
介
議
員
を
立
て
て
陳
情
し
て

く
れ
と
言
わ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
日
常
管
理
的
な
こ
と
に
対

し
て
、
議
員
を
立
て
て
陳
情
し

な
い
と
取
り
組
ま
な
い
よ
う
に

聞
こ
え
た
ら
し
い
が
、
こ
の
経

過
と
修
繕
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

昨
年
、
近
隣
の
方
か
ら
用
水

路
か
ら
の
水
が
道
路
脇
に
た

ま
っ
て
い
る
と
の
連
絡
を
い
た

だ
き
、
現
地
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
用
水
路
か
ら
の
漏
水
を
確

認
し
た
の
で
用
水
組
合
の
代
表

者
に
修
繕
の
お
願
い
を
し
た
。

用
水
組
合
で
も
修
繕
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
年
改
め
て
町
に
相

談
が
あ
っ
た
。
こ
の
や
り
取
り

の
中
で
、
陳
情
書
の
提
出
を
考

え
て
い
る
と
い
う
話
を
伺
っ
た

の
で
、
他
の
地
区
の
事
例
と
し

て
議
員
さ
ん
も
陳
情
に
同
行
し

て
い
る
旨
を
お
伝
え
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
修
繕
計
画
と

し
て
、
水
利
施
設
等
保
全
高
度

化
事
業
の
来
年
度
の
事
業
採
択

に
向
け
て
手
を
挙
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

用
水
路
の
漏
水
の
ほ
か

に
、
も
と
も
と
水
の
湧
く
場
所

な
の
で
、
そ
の
対
策
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

用
水
路
の
東
側
が
線
路
敷
の

た
め
、
そ
ち
ら
ま
で
と
な
る
と

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
か
と
思
う
。

　
　

年
度
当
初
に
稲
作
農
家
の

米
の
価
格
低
迷
に
対
す
る
対
策

と
し
て
、
苗
代
を
助
成
す
る
と

い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。
今
の

稲
作
農
家
は
大
変
な
状
況
の
中

で
米
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
苗

代
の
補
助
を
早
急
に
実
行
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

主
食
用
米
の
価
格
下
落
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
町
内
在
住

の
生
産
者
が
種
も
み
に
要
し
た

経
費
程
度
の
助
成
を
考
え
て
い

る
。
額
に
つ
い
て
は
１
反
当
た

り
２
，
０
０
０
円
と
し
、
一
般

的
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
箱
苗
代
と

使
用
す
る
箱
苗
数
で
計
算
し
た

平
均
値
で
あ
る
。
町
が
把
握
し

た
作
付
面
積
に
よ
り
、
各
対
象

者
に
振
込
と
い
う
流
れ
を
検
討

し
て
お
り
、
年
内
の
振
込
を
目

指
し
て
い
る
。

　
　

農
協
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

を
石
井
に
移
転
す
る
と
い
う
話

を
聞
い
た
。
石
井
の
特
産
セ
ン

タ
ー
は
町
の
用
地
に
な
る
と
思

う
が
、
そ
こ
へ
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
移
転
す
る
と
い
う
話
で

よ
ろ
し
い
か
。
ま
た
、
実
施
時

期
は
い
つ
頃
か
伺
う
。　
　
　

　
　

町
長

　

移
転
先
と
し
て
特
産
セ
ン

タ
ー
を
予
定
し
て
い
た
が
、
土

地
の
関
係
や
経
費
の
試
算
を
し

た
と
こ
ろ
、
粉
じ
ん
等
の
対
策

を
行
っ
た
う
え
で
、
現
在
の
場

所
で
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う
経
緯
で
あ
る
。

　
　

以
前
、
空
き
家
の
調
査
に

つ
い
て
は
ま
と
ま
っ
て
き
た
と

い
う
話
を
受
け
た
が
、
空
き
家

バ
ン
ク
が
い
ま
だ
に
で
き
て
い

な
い
の
は
問
題
だ
と
思
っ
て
い

る
。
矢
祭
町
に
来
た
い
と
い
う

人
が
い
て
も
空
き
家
を
紹
介
で

き
な
い
状
況
だ
が
、
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
28
年
度
に
空
き
家
実
態

調
査
を
し
、
平
成
30
年
度
に
福

島
県
宅
地
取
引
協
議
会
と
空
き

家
バ
ン
ク
に
関
す
る
協
定
締
結

を
し
た
。
そ
の
後
、
台
風
19
号

の
災
害
復
旧
に
人
員
を
集
中
さ

せ
た
た
め
、
手
続
き
が
滞
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
今
年
２
月
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
に
前
向
き
な
回
答

を
い
た
だ
い
た
物
件
の
再
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現

在
２
件
の
物
件
で
空
き
家
バ
ン

ク
を
活
用
し
た
い
と
い
う
意
向

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
今
後

現
地
調
査
を
行
い
登
録
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ほ
か
の
物
件
に
つ
い
て
も
意
向

確
認
調
査
を
し
て
登
録
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
聞
く

と
、
交
流
す
る
人
た
ち
を
呼
ん

で
、
矢
祭
の
い
い
と
こ
ろ
を
見

せ
る
、
体
験
を
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
が
、
今

の
と
こ
ろ
期
待
外
れ
な
気
が
す

る
。
見
直
し
や
事
業
名
を
変
え

る
な
ど
し
て
、
町
民
に
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
方
向
に
し
た

ら
い
い
と
思
う
が
、
考
え
を
伺

う
。

　
　

町
長

　

協
力
隊
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も

空
き
家
バ
ン
ク
も
仕
上
が
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
有
効
利
用
し

な
が
ら
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い

て
は
、
物
件
と
人
と
が
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
何
か
が
な
い
と
前
へ

進
ま
な
い
面
が
あ
る
の
で
、
慎

重
に
考
慮
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

質
問　

地
域
の
防
災
意
識
と
安
全

へ
の
意
識
高
揚
に
つ
い
て

質
問　

子
供
た
ち
の
目
線
で

命
や
地
域
を
守
る
防
災
教
育

に
つ
い
て

質
問　

苗
代
金
の
補
助
内
容
に

つ
い
て

鈴木正美議員

質
問　

道
路
補
修
等
に
つ
い
て

土
木
・
産
業
行
政

問 答答

問答問答

問答問答

問答

問答問

問 答 問 答

問

答問答

問答
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質
問　

「
新
聞
を
読
ん
で
見
聞

を
広
め
よ
う
」
事
業
に
つ
い
て

質
問　

通
学
路
の
安
全
点
検
に

つ
い
て

質
問　

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

問答

　請願、陳情はその取扱いを議会運営

委員会で協議します。12 月定例会に

請願、陳情をされる方は令和３年 11

月 25日までに提出願います。



◎
監
査
内
容

10
月
11
日
、
12
日

・
町
の
財
産
に
関
す
る
事
務
の

　

執
行

・
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管

　

理
10
月
13
日

〈
工
事
現
場
進
捗
状
況
・
踏
査
〉

・
令
和
２
年
度
東
橋
橋
梁
補
修

　

工
事
（
繰
越
）

・
令
和
３
年
度
内
川
地
内
配
水

　

管
移
設
工
事

・
令
和
３
年
度
あ
ゆ
の
吊
橋
周

　

辺
親
水
広
場
造
成
工
事

・
令
和
３
年
度
災
害
復
旧
高
地

　

原
地
区
（
本
橋
）
配
水
管
布

　

設
工
事

・
令
和
３
年
度
林
道
西
原
線
維

　

持
補
修
工
事

・
令
和
２
年
度
国
道
３
４
９
号

　

バ
イ
パ
ス
配
水
管
布
設
替
第

　

１
回
工
事
（
繰
越
）

・
令
和
２
年
度
国
道
３
４
９
号

　

バ
イ
パ
ス
配
水
管
布
設
替
第

　

３
回
工
事
（
繰
越
）

・
令
和
３
年
度
喜
三
配
水
池
防

　

水
改
修
工
事

・
令
和
元
年
度
林
業
専
用
道
戸

　

塚
線
開
設
２
期
工
事（
繰
越
）

・
令
和
２
年
度
林
業
専
用
道
戸

　

塚
線
開
設
３
期
工
事（
繰
越
）

・
防
火
水
槽
水
利
状
況
確
認　

　

（
３
箇
所

東
舘
字
舘
本
地
内

　

外
）

10
月
15
日

〈
学
校
及
び
出
先
機
関
〉

・
矢
祭
小
学
校
、
矢
祭
中
学
校
、

　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
、
中
央

　

公
民
館
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
10
月
11
日
か

ら
13
日
、
15
日
の
４
日
間
、
鈴
木
邦
美
、
鈴
木
一
監
査
委
員
は
、
財

務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
や
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
、
工
事

内
容
と
進
捗
状
況
、
小
・
中
学
校
、
町
の
出
先
機
関
の
監
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

定

期

監

査

実

施

現地踏査（林業専用道戸塚線開設２期工事）  定期監査をする監査委員

4041

10
月
20
日
（
水
）、
福
島

市
「
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の

文
化
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、

県
内
の
町
村
議
会
議
員
の
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
９
名
の
議
員

が
参
加
し
、
早
稲
田
大
学
マ

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
事
務

局
長

中
村
健
氏
に
よ
る
「
住

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
に

な
ろ
う
」、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト

長
谷
川
幸
洋
氏
の

「
今
後
の
政
局
・
政
治
展
望
」

と
題
し
た
講
演
を
拝
聴
し
ま

し
た
。

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

現地踏査（喜三配水池防水改修工事）現地踏査（防火水槽水利状況確認）

★

８
月

１
日　

矢
祭
町
学
校
運
営
協
議

　
　
　

会
委
嘱
状
交
付
式
（
ユ

　
　
　

ー
パ
ル
矢
祭
）

２
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
第
２
回
定
例
会

　
　
　

（
町
村
会
事
務
所
）

６
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　

圏
整
備
組
合
議
会
第
３

　
　
　

回
定
例
会
（
広
域
圏
ク

　
　
　

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

決
算
審
査
（
第
１
会
議

　
　
　

室
）

10
〜
12
日　

決
算
審
査
（
第
１

　
　
　

会
議
室
）

18
日　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活

　
　
　

動
計
画
・
報
告
発
表
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

　
　
　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
運

　
　
　

営
審
議
会
（
山
村
開
発

　
　
　

セ
ン
タ
ー
）　

27
日　

県
知
事
と
の
意
見
交
換

　
　
　

会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

30
日　

東
白
衛
生
組
合
決
算
審

　
　
　

査
（
東
白
衛
生
組
合
）

　
　
　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館

　
　
　

第
１
回
協
議
会
（
も
っ

　
　
　

た
い
な
い
図
書
館
）

★

９
月

３
日　

市
町
村
対
抗
福
島
県
大

　
　
　

会
合
同
団
結
式
（
第
１

　
　
　

会
議
室
）

７
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

13
〜
17
日　

第
５
回
町
議
会
定

　
　
　

例
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

14
日　

産
業
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

15
日　

全
員
協
議
会
（
第
１
会

　
　
　

議
室
）

22
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

★

10
月

６
日　

第
６
回
町
村
長
と
正
副

　
　
　

議
長
に
よ
る
懇
談
会
（

　
　
　

第
１
会
議
室
）

８
日　

防
犯
協
会
３
支
部
合
同

　
　
　

防
犯
パ
レ
ー
ド
（
町
内
）

11
〜
13
日　

定
期
監
査
（
議
員

　
　
　

控
室
・
工
事
現
場
）

15
日　

定
期
監
査
（
出
先
機
関
）

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

３
回
定
例
会
（
東
白
衛

　
　
　

生
組
合
）

20
日　

町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　

（
福
島
市
）

22
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

監査・議会
の動き

議会議員研修会
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固定資産税▶４期
国民健康保険税▶６期
介護保険料▶６期
後期高齢者医療保険料▶４期
納期限（口座振替日）▶１１月３０日（火）

水道使用料▶９月～１０月分
納期限▶１１月３０日（火）
口座振替日▶１１月２５日（木）

●今月の納税

　秋の火災予防運動が、11 月 9日から 11 月 15 日までの 7日間にわたり、全
国一斉に実施されます。大切な家族や自分の命、そして財産を火災から守るた
めに住宅用火災警報器や住宅用消火器の設置及び点検を行いましょう。
住宅防火いのちを守る１０のポイント
【４つの習慣】
①寝たばこは絶対にしない、させない。／②ストーブの周りに燃えやすいもの
を置かない。／③コンロを使うときは火のそばを離れない。／④コンセントは
ほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
【６つの対策】
①火災の発生を防ぐために、ストーブやコンロ等は安全装置の付いた機器を使
用する。／②火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、
１０年を目安に交換する。／③火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、
寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。／④火災を小さいうちに消す
ために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。／⑤お年寄りや身体の不
自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備え
ておく。／⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などに
より、地域ぐるみの防火対策を行う。

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
に
対
し
て

課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

今
年
度
の
第
２
期
分
の
納
期

限
が
11
月
30
日
（
火
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ

た
納
付
書
に
よ
り
、
忘
れ
ず
に

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
納
期
限
ま
で

に
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課
課

　

税
第
１
チ
ー
ム
☎
０
２
４
８

　

‐
２
３
‐
１
５
１
７　

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
お
一

人
お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
し
て
い
た
だ
く
日
」と
し
て
、

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
を

「
年
金
の
日
」
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
で
ご
自
身
の
年
金
記

録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
し
、

将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
る
ほ
か
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
か
ら
様
々
な
条
件
を
設

定
し
た
上
で
、
年
金
見
込
額
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

※
ご
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
日

本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
９
月
か
ら

さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
広

が
り
、
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
採

用
活
動
や
仕
事
を
お
探
し
の
皆

さ
ま
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
登
録
で
で
き
る
こ
と
】

事
業
主
の
皆
さ
ま

①
求
人
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
（
求
人

　

サ
ー
ビ
ス
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上

　

で
受
け
ら
れ
る
事
業
者
向
け

　

の
専
用
ペ
ー
ジ
）を
通
じ
て
、

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
オ
ン
ラ

　

イ
ン
で
職
業
紹
介
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
求
職
者
か
ら
の
応
募
を
直
接

　

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す（
オ
ン
ラ
イ
ン
自
主
応
募
）。

③
応
募
処
理
の
管
理
や
採
否
入

　

力
が
効
率
化
し
ま
す
。

仕
事
を
お
探
し
の
皆
さ
ま

①
求
職
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
（
仕
事

　

探
し
の
サ
ー
ビ
ス
を
オ
ン
ラ

　

イ
ン
上
で
受
け
ら
れ
る
求
職

　

者
向
け
の
個
人
ペ
ー
ジ
）
を

　

通
じ
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か

　

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
職
業
紹
介

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
探
し
た
求

　

人
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業

　

紹
介
を
受
け
ず
に
ご
自
身
で

　

マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
応
募

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
オ

　

ン
ラ
イ
ン
自
主
応
募
）。

③
求
職
情
報
の
確
認
・
変
更
や

　

求
職
登
録
の
有
効
・
無
効
の

　

設
定
が
で
き
ま
す
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
登
録
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
か

ら
、
ま
ず
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
。

　

親
か
ら
土
地
を
相
続
し
た

が
、
お
隣
の
土
地
と
の
境
界
が

分
か
ら
な
い
場
合
、
最
寄
り
の

法
務
局
、
又
は
市
町
村
に
備
え

付
け
て
あ
る
公
図
（
地
図
）
を

取
得
し
て
土
地
の
形
状
や
境
界

線
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
も
し
、
以
前
に
測
量
（
分

筆
等
）
し
た
経
緯
が
あ
る
な
ら

法
務
局
に
地
積
測
量
図
が
備
え

付
け
て
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
取
得
し
て
境
界
線

や
境
界
杭
等
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
そ
れ
で
も
分
か
ら
な
い
場

合
は
最
寄
り
の
土
地
家
屋
調
査

士
に
相
談
の
上
、「
土
地
の
境

界
の
立
会
い
」
若
し
く
は
、「
境

界
の
復
元
測
量
」
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
万
一
、
隣
接
者
と

境
界
不
明
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
場
合
（
な
っ
て
い
る
場
合
）

は
福
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

に
併
設
さ
れ
て
い
る
「
境
界
紛

争
解
決
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し

ま
」
や
法
務
局
の
「
筆
界
特
定

制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
土
地
家

　

屋
調
査
士
会
☎
０
２
４
‐
５

　

３
４
‐
７
８
２
９
／
福
島
地

　

方
法
務
局
☎
０
２
４
‐
５
３

　

４
‐
２
０
４
５

　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11
月

12
日（
金
）か
ら
11
月
18
日（
木
）

ま
で
の
７
日
間
、全
国
一
斉「
女

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

お
隣
と
の
境
界
が

分
か
ら
な
い
場
合
に
は

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

「
年
金
の
日
」
で
す

個
人
事
業
税
の

納
期
の
お
知
ら
せ

相　
　

談

性
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
電
話
相
談
の
取
組
を
強
化

し
ま
す
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

に
お
い
て
も
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

令
和
３
年
11
月
12
日（
金
）

　

〜
同
月
18
日
（
木
）
ま
で
の

　

７
日
間

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

７
時
ま
で

　

※
但
し
、
11
月
13
日
（
土
）

　
　

同
月
と
14
日
（
日
）
は
午

　
　

前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

相
談
先
電
話
番
号　

０
５
７
０

　

‐
０
７
０
‐
８
１
０

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

　

局
人
権
擁
護
課
☎
０
２
４
‐

　

５
３
４
‐
１
９
９
４

受
験
資
格　

高
校
卒
業
（
見
込

　

み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等

　

の
学
力
を
有
す
る
者
（
中
学

　

校
卒
業
で
も
履
修
が
可
能
と

　

認
め
ら
れ
る
方
を
含
む
）

※
年
齢
・
性
別
不
問
（
但
し
、

　
　

社
会
人
枠
入
試
は
、
20
歳

　
　

以
上
の
就
労
経
験
が
あ
り

　
　

専
願
の
者
）

定
員

30
人

試
験
科
目

一
般
入
試
▼
国
語
、

　

数
学
、
作
文
、
面
接
／
社
会

　

人
枠
入
試
▼
作
文
、
面
接

試
験
期
日

一
般
入
試
▼
１
期：

令
和
４
年
２
月
４
日
（
金
）

　

２
期
：
令
和
４
年
２
月
18
日

　
（
金
）
／
社
会
人
枠
入
試
▼

　

令
和
３
年
12
月
15
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　

白
河
医
師
会
白

　

河
准
看
護
学
院
☎
０
２
４
８

　

‐
２
３
‐
３
７
０
１

募　
　

集

令
和
４
年
度
白
河
准
看
護

学
院
生
徒
を
募
集
し
ま
す

人　口 ５,４９６人（－   ８）
男 ２,６９８人（－   ７）
女 ２,７９８人（－   １）
世　帯 ２,０８０世帯（－   ２）

人の動き
１０月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月号では、やまつりこども園秋季運
動会についてお伝えしました。運動会当
日は好天での開催となり、園児たちの元
気いっぱいな姿を見ることができました。
　誌面にはそんな園児たちの輝く笑顔や
真剣に頑張る姿を掲載しております。（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和3年1月1日～10月15日）

火災件数　 1 件
救急出動　  183件

消防分署からのお願い

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
鈴木　セキ 97 祥市 9 / 21 下石井
菊池　順一 83 正一 9 / 23 中石井
佐川　ヒデ 91 正一郎 9 / 26 東　舘
藤井　淳郎 68 卓志 9 / 30 戸　塚
金澤　敏子 96 壽一 10 / 1 宝　坂
陳野　定子 78 孝夫 10 / 3 宝　坂
藤田　君江 94 宗夫 10 / 8 下関河内
片野　喜市 88 正雄 10 / 11 宝　坂
菊池　有子 100 健之 10 / 15 関　岡
佐川　アサ 98 隆夫 10 / 15 小田川
大垣マサノ 80 勝男 10 / 19 東　舘
鈴木　邦昌 87 信夫 10 / 23 中石井

●お悔み申し上げます（敬称略）

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
田部　柚羽 9/29 博之 ・ 由衣 小田川

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に

オ
ン
ラ
イ
ン
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

「
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり４００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和3年 12 月 31日まで
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発行 /（一財）矢祭振興公社
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
   有効期限：令和 3年 12 月 31日まで
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日 月 火 水 木 金 土
7 8 9 10 11 12 13

● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）
●ウォーキング教室

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

14 15 16 17 18 19 20
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

21 22 23 24 25 26 27
●６か月児健康相談
　      保セ（9：30～9：45）
●リトミック
　保セ（10：30～11：00）
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00
●カンガルーくらぶ

● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　         保セ（13：00～13：10）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

28 29 30 12/1 2 3 4
●ウォーキング教室

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

5 6 7 8 9 10 11
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『木はいいなあ』

　アメリカの古典的な絵本、1950 年代に保育園に勤めていた作者ジャニ
ス・メイ・ユードリイさんが自分の幼き日に味わった木や森のある生活の
素晴らしさを、そのまま子どもたちに伝えたいと思って構想を練った作品
です。森のすがすがしい空気。秋の落ち葉焚きの楽しさ。大木の太い枝に
登って遠くを眺めたり、海賊ごっこをする。家のわきの大木は夏は涼しい
陰をつくってくれる。嵐の日には暴風から家を守ってくれる。そんな風景
を、画家のマーク・シーモントさんが活気のみなぎるのびやかな水彩画で
描きだしている。 
　参考文献：『柳田邦男「人生の一冊の絵本」森を守った物語から』/岩
波新書子どもの目で見た木のある生活への讃歌が、さわやかな水彩画でお
おらかに描かれています。作者の保育体験から生まれた絵本です。 参考
文献：偕成社紹介文

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

矢祭町長　佐川 正一郎
▶ロングセラーの本が登場です。木
は、私たち人間や動物にとって常に一
緒に存在し、生活環境の中でなくては
ならないものです。木の力は自然界に
生きる全てに影響を与え、木がなくて
は生きられないと言っても過言ではあ
りません。木は、生きていて一つ一つ
個性があり、それぞれの特徴を持って
います。私たちの社会と同じです。日
本の国土の約70％が森林で、矢祭町
では８０％です。四季においては、そ
れぞれの自然の変化を楽しませていた
だき、大雨の災害においても、私たち
の生活を守っています。また、木から
私たちは恵をいただき、空気がきれい
になり、川にも恵みを与えます。自然
を愛し森林の大切さを伝えたいと思っ
ています。

作▶ユードリイ　絵▶シーモント

対象▶幼児～高齢者

なお、１２月より町民の方のみ温泉入浴券の有無に関わらず、３００円でご利用いただけます。

訳▶西園祥子　出版社▶偕成社




